
安中市の公式ツイッターをご利用ください。
https://twitter.com/Annaka_City
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観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
募
集

　
一
般
社
団
法
人
安
中
市
観
光
機
構
で
は
、
市
の
観
光
の
一
端
を

担
っ
て
い
た
だ
く
、
明
る
く
健
康
的
な
「
安
中
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

レ
デ
ィ
ー
」
に
ふ
さ
わ
し
い
女
性
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
知
り
合
い
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
に

ふ
さ
わ
し
い
人
が
い
ま
し
た
ら
、
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
▼

・
県
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
未
婚
の
女
性（
高
校
生
は
不
可
）

・
普
通
自
動
車
免
許
保
有
者

・
P
R
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
で
き
る
人（
年
間
10
回
程
度
）

活
動
内
容
▼

・
観
光
機
構
お
よ
び
市
の
活
動
に
伴
う
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
へ
の
出
演

・
県
内
外
の
観
光
P
R
イ
ベ
ン
ト
、
交
通
安
全
運
動
へ
の
参
加

応
募
期
限
▼
４
月
８
日（
月
）

　
　
　
　
　
※
必
着

募
集
人
数
▼
５
人（
予
定
）

応
募
方
法
▼
市
販
の
履
歴
書
（
顔
写
真

添
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

全
身
写
真
１
枚（
裏
面
に
身
長
を
記
入
）

を
添
え
て
、（
一
社
）安
中
市
観
光
機
構

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

委
嘱
期
間
▼
委
嘱
の
日
よ
り
１
年
間

審

　
　査
▼
書
類
お
よ
び
面
接

そ 

の 

他
▼
選
ば
れ
た
人
に
は
、
記
念

品
贈
呈
、
出
務
手
当
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
支
給
し
ま
す
。
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おもてなしベンチを
設置しています

市内の山林の丸太を利用したおもて
なしベンチが武家長屋や杉並木など
の中山道に計30基設置されていま
す。少し休憩したいときなどにご利
用ください。

上手に写真を撮るには
■スマートフォンの場合
・目線の高さだけではなく、頭の上

や足元で撮ると普段とは違った様
子が撮れるかも
■一眼レフの場合
・シャッタースピー

ドを上げてブレな
いように

・脇を締めて、被写
体をしっかりとら
える

インスタグラムで
安中市の商店、商品、製品
などの写真を募集します

安中市公式インスタグラムでは、本
市の観光資源や魅力を発信するた
め、市内商店や商品（食べ物、製品）
など掲載する写真を募集します。投
稿や取材の方法などにつきまして
は、下記連絡先にお問い合わせくだ
さい。皆さんのご応募をお待ちして
おります。

⑦峠コースゴール
 いよいよ最終地点のゴールと
なります。ゴールテープを切
るランナーのみなさんの体から険しい峠道を見
事に駆け抜けた満足感や達成感がほとばしりま
す。カメラを通してもその喜びが伝わってきま
す。またゴールの熊野神社では群馬と長野の県
境の写真を撮ることもできます。

⑥関所コースゴール
　20.15キロメートル地点に設けられた松
井田峠の湯入り口にある最初のゴール。
それまで険しい表情のランナーの顔が目
標達成したことで笑顔に変わります。め
がね橋を模して作られたゴールをくぐっ
た瞬間もほんわか楽しい絵になるはずで
す。

⑤碓氷関所跡
　歴史のある碓氷関所
の門や石造りの階段を駆け下りるランナーの姿
が撮れます。ここまで17.65キロメートルの地点
で、はじめの関所コースのゴールまであと2.5キ
ロメートルとなります。遠足侍マラソン開催日
当日は関所まつりも同時に開催されており、和
太鼓の演奏なども撮影できます。

④松井田町中
　松井田の町中まで来ると、先頭から最
後尾までの列もだいぶ長くなります。沿
道の熱い声援もこの辺りまでがピークに
なります。応援のみなさんを入れての撮
影もまたひと味違った写真になり意外な
楽しさが発見できるかもしれません。

③杉並木
　本数こそ少なくなりましたが、まだま
だ高くそびえ立つ杉並木の存在感は健在
です。最も歴史を感じさせる絵になるス
ポットです。この辺りまでくるとラン
ナーの間隔もひらいてきますので、落ち
着いて見ることもできますし、杉並木を
バックにした写真も楽しめます。

①出発地点　武家長屋
　なんと言ってもやはり武家
長屋から参加者全員がスター
トする光景は圧巻です。様々
な仮装に身を包んだランナー
を目で追うだけでも楽しめま
す。どこから撮影しても楽し
い絵が撮れます。

②安中市街地
　まだまだランナーが密
集した状態で、安中の町
中を駆け抜けます。沿道
でカメラを向けるとみな
さん手を振ってくれた
り、仮装に合わせたポー
ズを取ってくれますの
で、楽しい写真が撮れま
す。

23 2019年3月1日号安中市役所　☎382－1111

（　　　　　　　　　　　）

（地図に一部設置場所を掲載…　 　）

　映画「サムライマラソン」も公開され、いよいよ５月には、映画の題材となった本市の一大イベ
ント、「安政遠足侍マラソン」が開催されます。
　そこで今月は、大会に先駆けて、参加ランナーだけでなく、見る人も楽しめる安政遠足マラソン
の撮影スポットをご紹介します。スマートフォンの普及により、いまや誰もが気軽に写真を撮影す
る時代。今年はみなさんも「写真を撮る」ことで安政遠足侍マラソンに参加してみませんか。

問合せ▼
　秘書課広報広聴係

（☎内線1015）
本
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　市本庁舎の現状については、広報あんなか（平成30年10月1日号）でお伝えしたとおり、旧庁舎では建設

から59年が、中庁舎も49年が経過しています。また、両庁舎とも、国の基準である耐震性能を示すＩｓ値

（構造耐震指標）は、「非常に低い」（旧庁舎）、「低い」（中庁舎）との診断がなされるなど、危険性が指摘

されているため、早急な対応が求められています。

　その対応策としては、旧庁舎および中庁舎の大規模改修または両庁舎を取り壊しての建て替え、もしく

は新たな場所に庁舎を建設するという3つの方法が考えられます。

大規模改修の場合

取り壊しての建て

替えの場合

新たな場所へ建設

する場合

・旧庁舎は59年経過しているため、耐震工事を実施しても、

どの程度長寿命化が図られるか不明であり、投資効果が得

られない可能性が高い

・仮庁舎に数億円かかる

・来庁者の駐車場確保が必要

・仮庁舎に数億円かかる

・来庁者の駐車場の確保が必要

・市民の利便性が保てる場所に新たな用地の確保が必要

収
納
課
収
納
整
理
係
（
☎
内
線
１
０
８
４
）

本

　
平
成
30
年
11
月
21
日
に
群
馬
県
と
群
馬
県

西
部
管
内
の
自
治
体
が
高
崎
市
役
所
で
不
動

産
の
合
同
公
売
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
土
地
付
建
物
２
件
、
土
地
5

件
の
計
７
件
の
不
動
産
に
つ
い
て
公
売
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
１
件
に
対
し
て
入
札
が
あ
り
、

11
月
28
日
に
売
却
決
定
を
し
ま
し
た
。
売
却

決
定
金
額
は
60
万
円
で
、
こ
の
売
却
金
額
は

滞
納
市
税
な
ど
に
充
当
し
ま
し
た
。

　
公
売
は
、
市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
財

産
を
市
が
売
却
し
、
滞
納
市
税
な
ど
に
充
て

る
手
続
で
す
。

　
今
後
も
、
税
負
担
の
公
平
と
市
税
の
徴
収

を
図
る
た
め
、
納
税
が
な
い
場
合
は
財
産
を

差
押
え
、
そ
の
財
産
の
公
売
を
積
極
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
公
売
は
ど
な
た
で
も（
一
部
例
外
あ
り
）参

加
で
き
ま
す
。
公
売
実
施
の
際
は
ぜ
ひ
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

市
税
な
ど
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

〜
４
月
１
日
を
も
っ
て
通
常
の
納
期
限
は
全

て
到
来
し
ま
す
〜

　
税
は
私
た
ち
が
安
心
し
て
健
康
な
暮
ら
し

を
す
る
た
め
の
原
資（
も
と
で
）と
な
る
も
の

で
す
。
福
祉
や
医
療
・
健
康
対
策
、
ご
み
処

理
、
教
育
、
道
路
整
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
進
め
る
う
え
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
財
源
で
す
。
本
市
に
お
い
て
は
、
大
多

数
の
皆
さ
ん
が
納
期
内
に
納
付
し
て
い
ま

す
。
税
を
納
め
な
い
人
が
い
る
と
、
市
の
財

政
を
圧
迫
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
に
な
る
う
え
、
納
期
内
に
納
付
し

て
い
る
人
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
市
税
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
税
は
納
期
内
納
付
が
原
則
で
す

　
市
税
な
ど
の
平
成
30
年
度
通
常
納
期
限

は
、
４
月
１
日
を
も
っ
て
全
て
到
来
し
ま

す
。
納
付
は
納
期
内
の
自
主
納
付
が
原
則
で

す
。
納
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
督
促
状
の

発
送
な
ど
多
額
の
経
費
が
か
か
り
、
そ
の
経

費
も
市
税
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
延
滞
金
が
発
生
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
今
後
と
も
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

納
税
・
相
談
に
応
じ
な
い
人
に
は
滞
納
処
分

に
よ
り
強
制
的
に
徴
収
し
ま
す

　
滞
納
処
分
と
は
、
市
が
滞
納
者
の
財
産
を

差
押
え
す
る
こ
と
で
す
。
私
債
権
と
は
異
な

り
、
税
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
、
市
は
裁
判

所
に
訴
え
る
必
要
な
く
差
押
え
が
で
き
ま

す
。

　
な
お
、
市
税
に
滞
納
が
あ
る
人
で
確
定
申

告
を
し
た
こ
と
に
よ
り
所
得
税
が
還
付
に
な

る
場
合
、
差
押
え
の
手
続
を
行
っ
た
う
え

で
、
全
て
市
税
に
充
当
し
ま
す
。
市
税
を
分

割
納
付
し
て
い
る
人
も
全
て
差
押
え
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

納
税
が
困
難
な
人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
放
置

せ
ず
、
早
め
に
相
談
を

　
災
害
や
盗
難
、
本
人
や
家
族
の
病
気
、
事

業
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど
の
や
む
を
得
な
い

事
情
や
、
多
重
債
務
な
ど
に
よ
り
市
税
の
納

期
ご
と
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
、
放
置
せ
ず
に
、
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
一
括
納
付
が
難
し
い
場
合
に
は
、
分
割
納

付
に
応
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、

納
付
で
き
な
い
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

夜
間
納
税
相
談
窓
口

　
市
役
所
開
庁
時
間
に
納
税
相
談
が
で
き
な

い
人
の
た
め
に
、
左
表
の
開
設
日（
納
期
限

日
）
に
は
夜
間
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

市
税
の
口
座
振
替
納
付
済
通
知
書
の
廃
止
の

お
知
ら
せ

　
毎
年
、
年
度
末
に
送
付
さ
れ
て
い
た
市
税

の
「
口
座
振
替
納
付
済
通
知
書
」
を
経
費
削

減
お
よ
び
省
資
源
化
の
観
点
か
ら
、
平
成
26

年
度
か
ら
廃
止
し
て
い
ま
す
。
振
替
済
の
結

果
は
、
預
貯
金
通
帳
へ
の
記
帳
に
よ
り
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
継
続
検
査

（
車
検
）が
必
要
な
車
両
の
軽
自
動
車
税
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
送
付
し
ま
す
。

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本

災害に備える　－その２－不
動
産
の
合
同
公
売
を
実
施
し
ま
し
た

①
庁
舎
の
状
況
に
つ
い
て

　
旧
庁
舎
お
よ
び
中
庁
舎
の
建
物
の
主
要
部

分
で
あ
る
基
礎
や
柱
な
ど
に
は
相
当
の
経
年

劣
化
が
見
ら
れ
、
現
在
も
雨
漏
り
や
壁
材
の

落
下
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
配
水
設

備
や
電
気
設
備
な
ど
の
老
朽
化
も
進
ん
で
お

り
、
旧
庁
舎
で
は
、
停
電
が
発
生
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

②
建
物
の
寿
命
に
つ
い
て

　
建
物
の
寿
命
は
、
維
持
管
理
の
善
し
悪
し

や
地
震
な
ど
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
場
合
、
50
年
と
い
わ
れ

て
お
り
、
両
庁
舎
と
も
に
す
で
に
耐
用
年
数

を
超
過
し
、
も
し
く
は
間
も
な
く
超
過
す
る

た
め
、
そ
の
対
策
は
急
務
と
な
り
ま
す
。

③
こ
れ
か
ら
の
課
題

　
市
で
は
、
平
成
27
年
度
に
庁
内
の
担
当
部

署
か
ら
な
る
事
前
準
備
組
織
を
設
け
、
庁
舎

に
関
わ
る
諸
問
題
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
県
外
他
市
の
状
況
な
ど
の
視
察
や
、

庁
舎
に
関
わ
る
経
費
を
ま
か
な
う
た
め
の
積

み
立
て
を
始
め
ま
し
た
。
今
後
も
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
声
を
聞
き
な
が
ら
庁
舎
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

企
画
課
企
画
調
整
係
（
☎
内
線
１
０
２
１
）　

安中市役所庁舎図

旧庁舎中庁舎保健
センター

西庁舎

新庁舎

◎公売実施の推移（平成26～30年度）

実施年度
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27

28

29

30
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5

12

10

9

7

落札件数

0

2

2

1

1

売却金（円）

0

9,270,000

8,251,000

770,001

600,000

廃
止
し
た
税
目

廃
止
し
な
い
税
目

市
県
民
税（
普
通
徴
収
）、

固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
、
国
民
健
康
保
険

税
、
軽
自
動
車
税（
継
続

検
査
の
必
要
の
な
い
軽

自
動
車
）

軽
自
動
車
税（
継
続
検
査

の
必
要
な
軽
自
動
車
）

場

　所

時

　間

開
設
日

□本 

収
納
課

午
後
８
時
ま
で

４
月
１
日（
月
）

◎滞納処分の状況（平成30年度)
　平成30年12月31日現在
　　区　　分
預　　貯　　金
給 与 ・ 年 金
生　命　保　険
国 税 還 付 金
売掛金・賃料ほか
不　　動　　産
　　 　計
換価による税収

件　　数
457
29
41
9
7
12
555

48,032,350円
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　市本庁舎の現状については、広報あんなか（平成30年10月1日号）でお伝えしたとおり、旧庁舎では建設

から59年が、中庁舎も49年が経過しています。また、両庁舎とも、国の基準である耐震性能を示すＩｓ値

（構造耐震指標）は、「非常に低い」（旧庁舎）、「低い」（中庁舎）との診断がなされるなど、危険性が指摘

されているため、早急な対応が求められています。

　その対応策としては、旧庁舎および中庁舎の大規模改修または両庁舎を取り壊しての建て替え、もしく

は新たな場所に庁舎を建設するという3つの方法が考えられます。

大規模改修の場合

取り壊しての建て

替えの場合

新たな場所へ建設

する場合

・旧庁舎は59年経過しているため、耐震工事を実施しても、

どの程度長寿命化が図られるか不明であり、投資効果が得

られない可能性が高い

・仮庁舎に数億円かかる

・来庁者の駐車場確保が必要

・仮庁舎に数億円かかる

・来庁者の駐車場の確保が必要

・市民の利便性が保てる場所に新たな用地の確保が必要

収
納
課
収
納
整
理
係
（
☎
内
線
１
０
８
４
）

本

　
平
成
30
年
11
月
21
日
に
群
馬
県
と
群
馬
県

西
部
管
内
の
自
治
体
が
高
崎
市
役
所
で
不
動

産
の
合
同
公
売
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
土
地
付
建
物
２
件
、
土
地
5

件
の
計
７
件
の
不
動
産
に
つ
い
て
公
売
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
１
件
に
対
し
て
入
札
が
あ
り
、

11
月
28
日
に
売
却
決
定
を
し
ま
し
た
。
売
却

決
定
金
額
は
60
万
円
で
、
こ
の
売
却
金
額
は

滞
納
市
税
な
ど
に
充
当
し
ま
し
た
。

　
公
売
は
、
市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
財

産
を
市
が
売
却
し
、
滞
納
市
税
な
ど
に
充
て

る
手
続
で
す
。

　
今
後
も
、
税
負
担
の
公
平
と
市
税
の
徴
収

を
図
る
た
め
、
納
税
が
な
い
場
合
は
財
産
を

差
押
え
、
そ
の
財
産
の
公
売
を
積
極
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
公
売
は
ど
な
た
で
も（
一
部
例
外
あ
り
）参

加
で
き
ま
す
。
公
売
実
施
の
際
は
ぜ
ひ
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

市
税
な
ど
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

〜
４
月
１
日
を
も
っ
て
通
常
の
納
期
限
は
全

て
到
来
し
ま
す
〜

　
税
は
私
た
ち
が
安
心
し
て
健
康
な
暮
ら
し

を
す
る
た
め
の
原
資（
も
と
で
）と
な
る
も
の

で
す
。
福
祉
や
医
療
・
健
康
対
策
、
ご
み
処

理
、
教
育
、
道
路
整
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
進
め
る
う
え
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
財
源
で
す
。
本
市
に
お
い
て
は
、
大
多

数
の
皆
さ
ん
が
納
期
内
に
納
付
し
て
い
ま

す
。
税
を
納
め
な
い
人
が
い
る
と
、
市
の
財

政
を
圧
迫
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
に
な
る
う
え
、
納
期
内
に
納
付
し

て
い
る
人
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
市
税
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
税
は
納
期
内
納
付
が
原
則
で
す

　
市
税
な
ど
の
平
成
30
年
度
通
常
納
期
限

は
、
４
月
１
日
を
も
っ
て
全
て
到
来
し
ま

す
。
納
付
は
納
期
内
の
自
主
納
付
が
原
則
で

す
。
納
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
督
促
状
の

発
送
な
ど
多
額
の
経
費
が
か
か
り
、
そ
の
経

費
も
市
税
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
延
滞
金
が
発
生
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
今
後
と
も
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

納
税
・
相
談
に
応
じ
な
い
人
に
は
滞
納
処
分

に
よ
り
強
制
的
に
徴
収
し
ま
す

　
滞
納
処
分
と
は
、
市
が
滞
納
者
の
財
産
を

差
押
え
す
る
こ
と
で
す
。
私
債
権
と
は
異
な

り
、
税
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
、
市
は
裁
判

所
に
訴
え
る
必
要
な
く
差
押
え
が
で
き
ま

す
。

　
な
お
、
市
税
に
滞
納
が
あ
る
人
で
確
定
申

告
を
し
た
こ
と
に
よ
り
所
得
税
が
還
付
に
な

る
場
合
、
差
押
え
の
手
続
を
行
っ
た
う
え

で
、
全
て
市
税
に
充
当
し
ま
す
。
市
税
を
分

割
納
付
し
て
い
る
人
も
全
て
差
押
え
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

納
税
が
困
難
な
人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
放
置

せ
ず
、
早
め
に
相
談
を

　
災
害
や
盗
難
、
本
人
や
家
族
の
病
気
、
事

業
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど
の
や
む
を
得
な
い

事
情
や
、
多
重
債
務
な
ど
に
よ
り
市
税
の
納

期
ご
と
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
、
放
置
せ
ず
に
、
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
一
括
納
付
が
難
し
い
場
合
に
は
、
分
割
納

付
に
応
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、

納
付
で
き
な
い
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

夜
間
納
税
相
談
窓
口

　
市
役
所
開
庁
時
間
に
納
税
相
談
が
で
き
な

い
人
の
た
め
に
、
左
表
の
開
設
日（
納
期
限

日
）
に
は
夜
間
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

市
税
の
口
座
振
替
納
付
済
通
知
書
の
廃
止
の

お
知
ら
せ

　
毎
年
、
年
度
末
に
送
付
さ
れ
て
い
た
市
税

の
「
口
座
振
替
納
付
済
通
知
書
」
を
経
費
削

減
お
よ
び
省
資
源
化
の
観
点
か
ら
、
平
成
26

年
度
か
ら
廃
止
し
て
い
ま
す
。
振
替
済
の
結

果
は
、
預
貯
金
通
帳
へ
の
記
帳
に
よ
り
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
継
続
検
査

（
車
検
）が
必
要
な
車
両
の
軽
自
動
車
税
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
送
付
し
ま
す
。

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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た

①
庁
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あ
る
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礎
や
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な
ど
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は
相
当
の
経
年

劣
化
が
見
ら
れ
、
現
在
も
雨
漏
り
や
壁
材
の

落
下
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
配
水
設

備
や
電
気
設
備
な
ど
の
老
朽
化
も
進
ん
で
お

り
、
旧
庁
舎
で
は
、
停
電
が
発
生
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

②
建
物
の
寿
命
に
つ
い
て

　
建
物
の
寿
命
は
、
維
持
管
理
の
善
し
悪
し

や
地
震
な
ど
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
場
合
、
50
年
と
い
わ
れ

て
お
り
、
両
庁
舎
と
も
に
す
で
に
耐
用
年
数

を
超
過
し
、
も
し
く
は
間
も
な
く
超
過
す
る

た
め
、
そ
の
対
策
は
急
務
と
な
り
ま
す
。

③
こ
れ
か
ら
の
課
題

　
市
で
は
、
平
成
27
年
度
に
庁
内
の
担
当
部

署
か
ら
な
る
事
前
準
備
組
織
を
設
け
、
庁
舎

に
関
わ
る
諸
問
題
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
県
外
他
市
の
状
況
な
ど
の
視
察
や
、

庁
舎
に
関
わ
る
経
費
を
ま
か
な
う
た
め
の
積

み
立
て
を
始
め
ま
し
た
。
今
後
も
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
声
を
聞
き
な
が
ら
庁
舎
の
あ
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方

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。
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zoom up

子どもたちの夢を応援し、また、夢を抱くきっかけとな
る取り組みを支援する「子どもの夢応援事業」として、
群馬県出身のプロサッカー選手である中町公祐さんを講
師として招き、サッカー教室を開催しました。プロから
の直接指導を受けた子どもたちは楽しそうにボールを追
いかけていました。

子どもの夢を
応援し続けます

12
27

月

日

12
1

月

日

12
1

月

日

12
22

月

日

歳末助け合い運動にあわせ、上後閑の清水辰吉さん（写真
左）が募金を手渡しました。毎年寄付をしていただいてお
り、今回で40回目となります。茂木市長は社会福祉のた
めに大切につかわせていただきますと感謝の言葉を述べ
ました。

お気持ちに
感謝いたします

小学生駅伝競走大会がスポーツセンター前を発着点と
し、市内小学校12校から男子27チーム、女子22チー
ム、273人が出場しました。全5区間の道のりを冬晴れの
中、一生懸命たすきを繋ぎました。

たすきを次の
ランナーへ

松井田文化会館にて、親子ふれあいコンサートが開催さ
れました。コンサートでは、紙ひこうきのお2人が歌と
踊りで会場を盛り上げ、来場者の親子も仲良く歌と踊り
に参加していました。

親子で楽しく
ふれあいました

1
4

月

日

1
11

月

日

安中市商工会・安中市松井田商工会・ＪＡ碓氷安中・市
の共催で新年賀詞交歓会が行われ、安中総合学園の和太
鼓部による演舞も行われました。参加した皆さんは新年
のあいさつを交わし、今年の抱負などを歓談していまし
た。

新年賀詞交歓会

黛　まつゑさん（松井田町上増田）が100歳の誕生日をむ
かえられ、お祝い品が贈られました。これからも元気に
お過ごしください。

１００歳
おめでとうございます

「いきいき安中健康21」　　　
からのお知らせ 

★たばこの影響力について知りましょう！
受動喫煙とは？
喫煙者の周りにいる人が、自分の意思に関係なくたばこの煙を
吸わされることを「受動喫煙」と言います。たばこの火がつい
ている部分から立ち上がる煙を「副流煙」と言い、喫煙者が吸
い込む「主流煙」と比べ有害物質が何倍も含まれていて、たば
こを吸わない周囲の人の健康にも影響を与えます。
 
受動喫煙による健康への影響
肺がん、肺炎、心臓病、脳卒中、気管支炎、咳、痰、ぜん息、くしゃみ、鼻
水、頭痛、目のかゆみ・痛み、涙が出る、低出生体重児の出産、乳幼児突然死
症候群など。

平成29年度群馬県死因別死亡割合でも、ＣＯＰＤが10位となっています。今後ますます、患者数と死亡率は高
まると予測されています。思い当たる症状のある人は、まずかかりつけ医を受診し、必要に応じて呼吸器の専門
医を紹介してもらいましょう。

◎慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）「きん煙を　すれば延びるよ　健康寿命」
ＣＯＰＤは喫煙者に多い病気ですが、非喫煙者もたばこの煙を間接的に吸い込むことで、かかる危険がありま
す。治療患者数は約22万人ですが、推定患者数は約530万人とされています。ＣＯＰＤでの死亡者数も年間
15,000人を超えており、年々増加傾向にあります。
ＣＯＰＤは咳・痰・息切れなどのありふれた症状で始まり、異常を感じたときには重症になっていることが多い
ので、早期に発見することが重要です。

◎喫煙　「うごきだそう　禁煙のための　第一歩」

安中市健康増進計画

問合せ▶　　健康づくり課予防係（☎内線1172）次回は「歯・口腔の健康」を掲載予定です。本

特に妊娠中の女性や子ども、ぜんそくなどの病気を持っている人には、大きな影響が
あります。

平成29年度群馬県の人口動態統計概況

死因別死亡割合（H29年度群馬県）

副流煙

ニコチン
2.8倍

一酸化炭素
4.7倍

タール
3.4倍

☆こんな症状はありませんか？
・風邪でもないのに咳や痰がつづく　
・呼吸をするときゼイゼイしたりヒューヒューいう
・坂道で息切れを感じる　
・痰が粘ついたり膿が混じったようにみえる　
・朝方に頭痛がする
・年齢のわりに疲れやすい
・口をすぼめて息をするようになった

悪性新生物
心疾患

脳血管疾患
肺炎
老衰

不慮の事故
誤嚥性肺炎
高血圧性疾患

腎不全
慢性閉塞性肺疾患

その他

26.5%
15.0%

8.8%
8.2%
6.8%

3.1%
2.5%
1.8%
1.7%
1.6%

24.0%

せき たん
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12
27

月

日

12
1

月

日

12
1

月

日

12
22

月

日
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日
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日
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ている部分から立ち上がる煙を「副流煙」と言い、喫煙者が吸
い込む「主流煙」と比べ有害物質が何倍も含まれていて、たば
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15,000人を超えており、年々増加傾向にあります。
ＣＯＰＤは咳・痰・息切れなどのありふれた症状で始まり、異常を感じたときには重症になっていることが多い
ので、早期に発見することが重要です。

◎喫煙　「うごきだそう　禁煙のための　第一歩」

安中市健康増進計画

問合せ▶　　健康づくり課予防係（☎内線1172）次回は「歯・口腔の健康」を掲載予定です。本

特に妊娠中の女性や子ども、ぜんそくなどの病気を持っている人には、大きな影響が
あります。
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・風邪でもないのに咳や痰がつづく　
・呼吸をするときゼイゼイしたりヒューヒューいう
・坂道で息切れを感じる　
・痰が粘ついたり膿が混じったようにみえる　
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安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
中
市
少
年
少
女
合
唱
団

　
　
　
　
　
　第
24
回
定
期
演
奏
会

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
第96回

　
ま
ず
最
初
に
ク
イ
ズ
で
す
。
「
Ａ
さ
ん
の
学
校

で
避
難
訓
練
が
あ
り
、
全
校
生
徒
が
消
防
士
の
方

か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
そ
の
消
防
士

の
息
子
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
消
防
士
は
Ａ
さ
ん

の
父
親
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
さ
ん
と
そ
の
消
防

士
の
関
係
は
ど
ん
な
関
係
で
し
ょ
う
か
。
」

　
次
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。
家
庭
科
の
教
科
書
に
は
、
「
男
女
が
互
い
に

そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
も
分
か
ち
合
い
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
」
が
、
男
女

共
同
参
画
社
会
で
あ
る
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
作
文
を
書
く
の
に
授
業
を
思
い
出
し
、
新
聞

を
読
ん
で
考
え
て
み
ま
し
た
。

　
私
の
身
の
回
り
を
振
り
返
る
と
、
「
女
の
子
だ

か
ら
お
手
伝
い
し
て
。
」
と
か
、
「
男
の
く
せ
に

メ
ソ
メ
ソ
し
て
。
」
「
男
の
保
育
士
さ
ん
て
珍
し

い
。
」
「
今
日
乗
っ
た
タ
ク
シ
ー
は
、
女
性
の
運

転
手
さ
ん
だ
っ
た
。
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
「
男
だ
か
ら
、

女
だ
か
ら
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
役
割
や
仕

事
が
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
私
の
家
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
父
も
母
も
働

い
て
い
る
の
で
、
料
理
や
掃
除
、
ゴ
ミ
出
し
な
ど

は
私
も
含
め
て
、
そ
の
と
き
時
間
が
あ
る
人
が
や

り
ま
す
。
部
活
や
塾
の
送
り
迎
え
は
、
父
も
母
も

や
っ
て
く
れ
ま
す
。
家
事
の
分
担
は
家
に
よ
っ
て

違
い
が
あ
る
よ
う
で
、
父
が
料
理
を
し
て
い
る
の

を
見
た
い
と
こ
は
、
「
お
父
さ
ん
も
料
理
を
作
る

ん
だ
ね
。
」
と
珍
し
そ
う
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。

父
は
と
て
も
料
理
が
得
意
で
、
料
理
を
作
っ
て
い

る
時
は
い
つ
も
楽
し
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
、
最
近
の
新
聞
記
事
で
気
に
な
っ
た
も

の
が
あ
り
ま
す
。
「
外
科
に
女
は
い
ら
な
い
」
と

い
う
見
出
し
の
記
事
で
し
た
。
あ
る
医
学
部
の
大

学
入
試
で
、
女
子
の
得
点
を
一
律
に
減
点
し
男
子

に
加
点
し
て
い
た
と
い
う
内
容
で
す
。
私
は
、

「
女
性
で
あ
る
こ
と
で
な
り
た
い
職
業
が
遠
の
い

て
し
ま
う
の
は
残
念
す
ぎ
る
。
性
別
は
自
分
で
決

め
ら
れ
な
い
の
に
。
」
と
思
い
ま
し
た
。
記
事
を

く
わ
し
く
読
む
と
、
医
師
と
な
っ
た
後
、
出
産
や

育
児
と
仕
事
が
両
立
で
き
な
い
で
や
め
て
し
ま
う

女
性
も
多
く
、
や
め
な
い
で
働
き
続
け
ら
れ
る
社

会
の
し
く
み
を
作
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
書
い
て
あ

り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
「
女
だ
か
ら…

、
男
だ
か
ら…

」
と

い
う
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
暮
ら
し
方
が
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
る
現
在
で
す
が
、
ま
だ
ふ
と
し
た

と
こ
ろ
で
昔
か
ら
の
考
え
方
が
顔
を
出
す
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
初
の
ク
イ
ズ
の
答
え
で
す
が
、
「
消
防
士
は

Ａ
さ
ん
の
母
親
だ
っ
た
。
」
が
正
解
で
す
。
も
し

か
し
た
ら
、
「
消
防
士
＝
男
性
」
と
無
意
識
に
思

い
込
ん
で
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
今
は
女
性

の
消
防
士
も
い
る
の
で
す
。

　
十
年
後
の
私
は
ど
ん
な
職
業
に
つ
い
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
ま
だ
な
り
た
い
職
業
は
、
は
っ
き
り

と
決
ま
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
、
「
女
だ
か
ら…

、

男
だ
か
ら…

」
と
い
う
考
え
に
と
ら
わ
れ
な
い

で
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ
と
を
活
か

し
責
任
を
持
っ
て
や
れ
る
職
業
を
見
つ
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
初
め
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
購
入
す
る
際
は
、
事
前
に
、
契
約
し
て
い

な
い
人
で
も
参
加
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
な
ど
を
利
用
し
た

り
、
周
り
の
人
に
操
作
方
法
を
聞
い
た
り
し
て
、
自
分
に
合
っ
て
い
る

か
を
確
認
し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
契
約
の
際
に
、
光
回
線
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
目
的
以
外
の
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
勧
め
ら
れ
て
も
、
内
容
が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
き
は
断
り
ま

し
ょ
う
。

☆
一
定
の
条
件
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
契
約
を
解
除
で
き
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
契
約
を
解
除
し
た
い
と
思
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
携
帯
電
話

会
社
に
申
し
出
ま
し
ょ
う
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
☎
３
８
２

－

２
２
２
８

【
事
例
】

　
友
だ
ち
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
て
い
る
の
で
便
利
そ
う
だ
と
思

い
、
携
帯
電
話
会
社
の
店
舗
に
行
っ

た
。
使
い
方
も
何
も
か
も
分
か
ら
な

い
こ
と
を
告
げ
る
と
、
使
い
方
を
教

え
て
く
れ
る
と
い
う
の
で
契
約
す
る

こ
と
に
し
た
。
す
る
と
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
他
に
「
画
面
が
大
き
く
便

利
だ
」
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
、
「
ま
と

め
る
と
安
く
な
る
」
と
光
回
線
や
電
気
の
契
約
を
勧
め
ら
れ
、
よ
く
分
か

ら
な
い
ま
ま
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
タ
ブ

レ
ッ
ト
も
使
い
こ
な
せ
な
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
買
っ
た
も
の
の

　
　
　
　
　
　
　
　使
い
こ
な
せ
な
い
・
・
・

問合せ▶　市民生活課市民協働係（☎内線1139）本

【
優
秀
賞
】

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　南
中
学
校
一
年

　大
野 

佳
美

平
成
30
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
作
文
・
エ
ッ
セ
イ

　入
選
作
品

生涯学習だより
安中市教育委員会

人権作品集「おもいやり」完成

“マナビー”

No.153

問合せ▶　生涯学習課生涯学習係（☎内線2245）松

　市内小・中学校の児童生徒の代表による人権作文・標語・ポスターの作
品を収めた作品集「おもいやり」の平成30年度版がこのほど完成しまし
た。
　各学校での人権教育の成果により、子どもの持つ鋭い感性と人権感覚豊
かな優れた代表作品集となっています。作品集をご覧いただき、子どもた
ちのみずみずしい感覚をもとに、改めて人権について考えていただければ
幸いです。「おもいやり」は市内小中学生をお持ちの全家庭に配付すると
ともに、公民館・生涯学習センターなどで、無料にて配布しております。

　

　

　

「
思
い
や
り
の
星
」

安
中
市
立
松
井
田
北
中
学
校

一
年
　鈴
木
　里
央

　人
権
と
は
、
そ
も
そ
も
何
な
の
か
？
私
は
よ
く
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
「
人
権
」
の
意
味
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に

人
間
が
も
っ
て
い
る
、
生
命
・
自
由
・
名
誉
な
ど
に
関
す

る
権
利
で
す
。
そ
こ
で
考
え
て
み
ま
し
た
。

　ま
ず
、
身
近
な
こ
と
か
ら
考
え
て
い
く
と
「
い
じ
め
」

問
題
で
す
。
「
い
じ
め
」
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
か
ら

生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
例
え

ば
、
周
り
の
人
た
ち
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
る
人
が
い
た
と

し
ま
す
。
そ
の
人
の
こ
と
を
「
嫌
だ
な
。
」
と
思
っ
て
い

る
人
が
、
「
あ
の
子
嫌
い
。
」
と
周
り
の
人
に
言
う
、
そ

の
一
言
で
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
あ
と

は
、
少
し
静
か
な
子
に
声
を
か
け
て
も
、
そ
の
子
が
し
ゃ

べ
ら
な
い
、
返
事
を
し
な
い
こ
と
に
対
し
て
「
嫌
だ

な
。
」
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
い
け
な
い
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
私
も
、
「
う
ら
や
ま
し
い
な
、
あ
の
子
。
」
と

思
う
時
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
時
は
、
そ
の

人
の
「
い
い
と
こ
ろ
さ
が
し
」
を
し
た
り
、
「
嫌
だ
な
。

嫌
い
。
」
と
思
う
前
に
、
少
し
冷
静
に
考
え
た
り
し
ま

す
。
今
、
学
校
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
、
「
い
じ
め
」
。

ひ
ど
い
時
は
、
い
じ
め
ら
れ
る
人
が
「
自
殺
」
し
て
し
ま

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
で
も
よ
く
聞
く
、
「
い

じ
め
」
。
で
は
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
、
悪
口
を
言
わ

れ
て
い
る
人
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
考
え
ま
し
た
。

　ま
ず
、
私
が
考
え
た
の
は
、
相
談
相
手
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。
親
で
も
、
先
生
で
も
、
友
達
で
も
、
誰
で
も
い
い

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
吐
き
出
せ
れ
ば
、
少
し
で
も
心
が

落
ち
つ
く
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
自
分
な
り
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
方
法
、
気
分
転
換
方
法
を
考
え
て
み
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
私
が
小
学
校
に
通
っ
て
い
る
時
、
嫌
な
こ
と
が

あ
り
、
そ
れ
を
家
族
に
対
し
て
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
っ

た
り
、
怒
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

後
か
ら
考
え
る
と
、
「
あ
ぁ
、
ど
う
し
て
家
族
に
怒
っ
て

し
ま
う
の
だ
ろ
う
。
」
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
ぐ

ら
い
つ
ら
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
、
自

分
一
人
で
悩
ま
な
い
の
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。
「
家
の

人
、
先
生
、
友
達
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
。
」
と
思
う

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
家
族
も
誰
だ
っ
て
私
た

ち
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

先
生
も
、
友
達
も
、
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
悩
ま
な
い
で

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
つ
づ
く
）

平
成
29
年
度
人
権
作
品
集

「
お
も
い
や
り
」か
ら

　
安
中
市
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、
定
期
演
奏
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
一
所
懸
命
に
練
習
し
て
き
た
成
果
を
発

表
し
ま
す
。
多
く
の
人
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

－

プ
ロ
グ
ラ
ム

－

第
１
部
　
ジ
ュ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア

　
　
　
　「
天
使
の
羽
の
マ
ー
チ
」「
い
つ
も
何
度
で
も
」他

第
２
部
　
ジ
ュ
ニ
ア
　

　
　
　
　「
誰
か
が
口
笛
吹
い
た
」「
オ
リ
バ
ー
の
マ
ー
チ
」他

第
３
部
　
シ
ニ
ア

　
　
　
　「
ふ
る
さ
と
の
空
は
」「
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
」他

第
４
部
　
特
別
出
演

安
中
市
立
第
一
中
学
校

吹
奏
楽
部
　
吹
奏
楽
ア
ン

サ
ン
ブ
ル 

第
５
部
　
シ
ニ
ア

児
童（
女
声
）と
ピ
ア
ノ
の

た
め
の
「
セ
ミ
」「
ア
リ
」

児
童
合
唱
の
た
め
の
「
雨

ニ
モ
マ
ケ
ズ
」

日
時
▼
３
月
16
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
開
場

午
後
２
時
開
演

会
場
▼
安
中
市
文
化
セ
ン

タ
ー
　
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
２
０
０
円（
安

中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
・
松

井
田
文
化
会
館
で
入
場
整

理
券
を
扱
っ
て
い
ま
す
）

※
未
就
学
児
は
、
無
料
で

す
。
当
日
券
も
あ
り
ま

す
。
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安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
中
市
少
年
少
女
合
唱
団

　
　
　
　
　
　第
24
回
定
期
演
奏
会

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
第96回

　
ま
ず
最
初
に
ク
イ
ズ
で
す
。
「
Ａ
さ
ん
の
学
校

で
避
難
訓
練
が
あ
り
、
全
校
生
徒
が
消
防
士
の
方

か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
そ
の
消
防
士

の
息
子
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
消
防
士
は
Ａ
さ
ん

の
父
親
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
さ
ん
と
そ
の
消
防

士
の
関
係
は
ど
ん
な
関
係
で
し
ょ
う
か
。
」

　
次
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。
家
庭
科
の
教
科
書
に
は
、
「
男
女
が
互
い
に

そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
も
分
か
ち
合
い
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
」
が
、
男
女

共
同
参
画
社
会
で
あ
る
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
作
文
を
書
く
の
に
授
業
を
思
い
出
し
、
新
聞

を
読
ん
で
考
え
て
み
ま
し
た
。

　
私
の
身
の
回
り
を
振
り
返
る
と
、
「
女
の
子
だ

か
ら
お
手
伝
い
し
て
。
」
と
か
、
「
男
の
く
せ
に

メ
ソ
メ
ソ
し
て
。
」
「
男
の
保
育
士
さ
ん
て
珍
し

い
。
」
「
今
日
乗
っ
た
タ
ク
シ
ー
は
、
女
性
の
運

転
手
さ
ん
だ
っ
た
。
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
「
男
だ
か
ら
、

女
だ
か
ら
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
役
割
や
仕

事
が
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
私
の
家
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
父
も
母
も
働

い
て
い
る
の
で
、
料
理
や
掃
除
、
ゴ
ミ
出
し
な
ど

は
私
も
含
め
て
、
そ
の
と
き
時
間
が
あ
る
人
が
や

り
ま
す
。
部
活
や
塾
の
送
り
迎
え
は
、
父
も
母
も

や
っ
て
く
れ
ま
す
。
家
事
の
分
担
は
家
に
よ
っ
て

違
い
が
あ
る
よ
う
で
、
父
が
料
理
を
し
て
い
る
の

を
見
た
い
と
こ
は
、
「
お
父
さ
ん
も
料
理
を
作
る

ん
だ
ね
。
」
と
珍
し
そ
う
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。

父
は
と
て
も
料
理
が
得
意
で
、
料
理
を
作
っ
て
い

る
時
は
い
つ
も
楽
し
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
、
最
近
の
新
聞
記
事
で
気
に
な
っ
た
も

の
が
あ
り
ま
す
。
「
外
科
に
女
は
い
ら
な
い
」
と

い
う
見
出
し
の
記
事
で
し
た
。
あ
る
医
学
部
の
大

学
入
試
で
、
女
子
の
得
点
を
一
律
に
減
点
し
男
子

に
加
点
し
て
い
た
と
い
う
内
容
で
す
。
私
は
、

「
女
性
で
あ
る
こ
と
で
な
り
た
い
職
業
が
遠
の
い

て
し
ま
う
の
は
残
念
す
ぎ
る
。
性
別
は
自
分
で
決

め
ら
れ
な
い
の
に
。
」
と
思
い
ま
し
た
。
記
事
を

く
わ
し
く
読
む
と
、
医
師
と
な
っ
た
後
、
出
産
や

育
児
と
仕
事
が
両
立
で
き
な
い
で
や
め
て
し
ま
う

女
性
も
多
く
、
や
め
な
い
で
働
き
続
け
ら
れ
る
社

会
の
し
く
み
を
作
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
書
い
て
あ

り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
「
女
だ
か
ら…

、
男
だ
か
ら…

」
と

い
う
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
暮
ら
し
方
が
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
る
現
在
で
す
が
、
ま
だ
ふ
と
し
た

と
こ
ろ
で
昔
か
ら
の
考
え
方
が
顔
を
出
す
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
初
の
ク
イ
ズ
の
答
え
で
す
が
、
「
消
防
士
は

Ａ
さ
ん
の
母
親
だ
っ
た
。
」
が
正
解
で
す
。
も
し

か
し
た
ら
、
「
消
防
士
＝
男
性
」
と
無
意
識
に
思

い
込
ん
で
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
今
は
女
性

の
消
防
士
も
い
る
の
で
す
。

　
十
年
後
の
私
は
ど
ん
な
職
業
に
つ
い
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
ま
だ
な
り
た
い
職
業
は
、
は
っ
き
り

と
決
ま
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
、
「
女
だ
か
ら…

、

男
だ
か
ら…

」
と
い
う
考
え
に
と
ら
わ
れ
な
い

で
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ
と
を
活
か

し
責
任
を
持
っ
て
や
れ
る
職
業
を
見
つ
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
初
め
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
購
入
す
る
際
は
、
事
前
に
、
契
約
し
て
い

な
い
人
で
も
参
加
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
な
ど
を
利
用
し
た

り
、
周
り
の
人
に
操
作
方
法
を
聞
い
た
り
し
て
、
自
分
に
合
っ
て
い
る

か
を
確
認
し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
契
約
の
際
に
、
光
回
線
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
目
的
以
外
の
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
勧
め
ら
れ
て
も
、
内
容
が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
き
は
断
り
ま

し
ょ
う
。

☆
一
定
の
条
件
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
契
約
を
解
除
で
き
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
契
約
を
解
除
し
た
い
と
思
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
携
帯
電
話

会
社
に
申
し
出
ま
し
ょ
う
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
☎
３
８
２

－

２
２
２
８

【
事
例
】

　
友
だ
ち
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
て
い
る
の
で
便
利
そ
う
だ
と
思

い
、
携
帯
電
話
会
社
の
店
舗
に
行
っ

た
。
使
い
方
も
何
も
か
も
分
か
ら
な

い
こ
と
を
告
げ
る
と
、
使
い
方
を
教

え
て
く
れ
る
と
い
う
の
で
契
約
す
る

こ
と
に
し
た
。
す
る
と
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
他
に
「
画
面
が
大
き
く
便

利
だ
」
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
、
「
ま
と

め
る
と
安
く
な
る
」
と
光
回
線
や
電
気
の
契
約
を
勧
め
ら
れ
、
よ
く
分
か

ら
な
い
ま
ま
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
タ
ブ

レ
ッ
ト
も
使
い
こ
な
せ
な
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
買
っ
た
も
の
の

　
　
　
　
　
　
　
　使
い
こ
な
せ
な
い
・
・
・

問合せ▶　市民生活課市民協働係（☎内線1139）本

【
優
秀
賞
】

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　南
中
学
校
一
年

　大
野 

佳
美

平
成
30
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
作
文
・
エ
ッ
セ
イ

　入
選
作
品

生涯学習だより
安中市教育委員会

人権作品集「おもいやり」完成
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　市内小・中学校の児童生徒の代表による人権作文・標語・ポスターの作
品を収めた作品集「おもいやり」の平成30年度版がこのほど完成しまし
た。
　各学校での人権教育の成果により、子どもの持つ鋭い感性と人権感覚豊
かな優れた代表作品集となっています。作品集をご覧いただき、子どもた
ちのみずみずしい感覚をもとに、改めて人権について考えていただければ
幸いです。「おもいやり」は市内小中学生をお持ちの全家庭に配付すると
ともに、公民館・生涯学習センターなどで、無料にて配布しております。

　

　

　

「
思
い
や
り
の
星
」

安
中
市
立
松
井
田
北
中
学
校

一
年
　鈴
木
　里
央

　人
権
と
は
、
そ
も
そ
も
何
な
の
か
？
私
は
よ
く
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
「
人
権
」
の
意
味
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に

人
間
が
も
っ
て
い
る
、
生
命
・
自
由
・
名
誉
な
ど
に
関
す

る
権
利
で
す
。
そ
こ
で
考
え
て
み
ま
し
た
。

　ま
ず
、
身
近
な
こ
と
か
ら
考
え
て
い
く
と
「
い
じ
め
」

問
題
で
す
。
「
い
じ
め
」
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
か
ら

生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
例
え

ば
、
周
り
の
人
た
ち
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
る
人
が
い
た
と

し
ま
す
。
そ
の
人
の
こ
と
を
「
嫌
だ
な
。
」
と
思
っ
て
い

る
人
が
、
「
あ
の
子
嫌
い
。
」
と
周
り
の
人
に
言
う
、
そ

の
一
言
で
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
あ
と

は
、
少
し
静
か
な
子
に
声
を
か
け
て
も
、
そ
の
子
が
し
ゃ

べ
ら
な
い
、
返
事
を
し
な
い
こ
と
に
対
し
て
「
嫌
だ

な
。
」
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
い
け
な
い
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
私
も
、
「
う
ら
や
ま
し
い
な
、
あ
の
子
。
」
と

思
う
時
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
時
は
、
そ
の

人
の
「
い
い
と
こ
ろ
さ
が
し
」
を
し
た
り
、
「
嫌
だ
な
。

嫌
い
。
」
と
思
う
前
に
、
少
し
冷
静
に
考
え
た
り
し
ま

す
。
今
、
学
校
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
、
「
い
じ
め
」
。

ひ
ど
い
時
は
、
い
じ
め
ら
れ
る
人
が
「
自
殺
」
し
て
し
ま

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
で
も
よ
く
聞
く
、
「
い

じ
め
」
。
で
は
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
、
悪
口
を
言
わ

れ
て
い
る
人
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
考
え
ま
し
た
。

　ま
ず
、
私
が
考
え
た
の
は
、
相
談
相
手
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。
親
で
も
、
先
生
で
も
、
友
達
で
も
、
誰
で
も
い
い

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
吐
き
出
せ
れ
ば
、
少
し
で
も
心
が

落
ち
つ
く
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
自
分
な
り
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
方
法
、
気
分
転
換
方
法
を
考
え
て
み
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
私
が
小
学
校
に
通
っ
て
い
る
時
、
嫌
な
こ
と
が

あ
り
、
そ
れ
を
家
族
に
対
し
て
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
っ

た
り
、
怒
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

後
か
ら
考
え
る
と
、
「
あ
ぁ
、
ど
う
し
て
家
族
に
怒
っ
て

し
ま
う
の
だ
ろ
う
。
」
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
ぐ

ら
い
つ
ら
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
、
自

分
一
人
で
悩
ま
な
い
の
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。
「
家
の

人
、
先
生
、
友
達
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
。
」
と
思
う

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
家
族
も
誰
だ
っ
て
私
た

ち
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

先
生
も
、
友
達
も
、
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
悩
ま
な
い
で

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
つ
づ
く
）

平
成
29
年
度
人
権
作
品
集

「
お
も
い
や
り
」か
ら

　
安
中
市
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、
定
期
演
奏
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
一
所
懸
命
に
練
習
し
て
き
た
成
果
を
発

表
し
ま
す
。
多
く
の
人
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

－

プ
ロ
グ
ラ
ム

－

第
１
部
　
ジ
ュ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア

　
　
　
　「
天
使
の
羽
の
マ
ー
チ
」「
い
つ
も
何
度
で
も
」他

第
２
部
　
ジ
ュ
ニ
ア
　

　
　
　
　「
誰
か
が
口
笛
吹
い
た
」「
オ
リ
バ
ー
の
マ
ー
チ
」他

第
３
部
　
シ
ニ
ア

　
　
　
　「
ふ
る
さ
と
の
空
は
」「
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
」他

第
４
部
　
特
別
出
演

安
中
市
立
第
一
中
学
校

吹
奏
楽
部
　
吹
奏
楽
ア
ン

サ
ン
ブ
ル 

第
５
部
　
シ
ニ
ア

児
童（
女
声
）と
ピ
ア
ノ
の

た
め
の
「
セ
ミ
」「
ア
リ
」

児
童
合
唱
の
た
め
の
「
雨

ニ
モ
マ
ケ
ズ
」

日
時
▼
３
月
16
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
開
場

午
後
２
時
開
演

会
場
▼
安
中
市
文
化
セ
ン

タ
ー
　
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
２
０
０
円（
安

中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
・
松

井
田
文
化
会
館
で
入
場
整

理
券
を
扱
っ
て
い
ま
す
）

※
未
就
学
児
は
、
無
料
で

す
。
当
日
券
も
あ
り
ま

す
。
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だ
よ
り

学
習
の
森

№154

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館
　　　　安中市上間仁田951　Tel. 382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp

平成３０年度
「文化財愛護ポスター」

優秀作品（敬称略）
中野　公輔（秋間小学校6年）

平
成
30
年
度
学
習
の
森
主
催
・
自
主
講
座
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

【
時

　
　間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
）
　

　
　
　
　
　
　
※
17
日
は
午
後
１
時
か
ら
最
終
日
24
日
は
午
後
３
時
ま
で

【
場

　
　所
】
ふ
る
さ
と
学
習
館
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
展
示
作
品
】
古
文
書
・
竹
細
工
・
機
織
り
・
仏
画
・

　
　
　
　
　
　
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
・
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
な
ど

【
協

　
　力
】
さ
か
え
仏
画
の
会
・
竹
の
会
・
珍
竹
林
・
森
の
古
文
書
会

　
大
手
拓
次
は
、
一
八
八
七（
明
治
二
十
）年
、
群
馬
県
碓
氷
郡
西
上
磯
部
村（
現
安
中
市
磯
部
）の
温
泉
旅
館
「
鳳
来

館
」
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
学
時
代
に
は
詩
人
を
志
し
、
一
九
一
二（
大
正
元
）年
、
北
原
白
秋
主
宰
の
雑
誌
『
朱

欒
』
に
詩
が
掲
載
さ
れ
、
詩
壇
へ
登
場
。
そ
の
高
い
完
成
度
を
誇
っ
た
口
語
象
徴
詩
は
、
萩
原
朔
太
郎
か
ら
も
熱
烈

に
支
持
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
内
向
的
な
性
格
も
災
い
し
、
生
前
、
一
冊
の
詩
集
も
持
つ
こ
と
な
く
、
四
十
六
歳

で
そ
の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、
詩
稿
や
原
稿
、
詩
作
品
に
よ
り
、
改
め
て
そ
の
詩
業
を
見
つ
め
直
し
ま
す
。

　
大
手
拓
次
は
、
一
八
八
七（
明
治
二
十
）年
、
群
馬
県
碓
氷
郡
西
上
磯
部
村（
現
安
中
市
磯
部
）の
温
泉
旅
館
「
鳳
来

館
」
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
学
時
代
に
は
詩
人
を
志
し
、
一
九
一
二（
大
正
元
）年
、
北
原
白
秋
主
宰
の
雑
誌
『
朱

欒
』
に
詩
が
掲
載
さ
れ
、
詩
壇
へ
登
場
。
そ
の
高
い
完
成
度
を
誇
っ
た
口
語
象
徴
詩
は
、
萩
原
朔
太
郎
か
ら
も
熱
烈

に
支
持
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
内
向
的
な
性
格
も
災
い
し
、
生
前
、
一
冊
の
詩
集
も
持
つ
こ
と
な
く
、
四
十
六
歳

で
そ
の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、
詩
稿
や
原
稿
、
詩
作
品
に
よ
り
、
改
め
て
そ
の
詩
業
を
見
つ
め
直
し
ま
す
。

　
大
手
拓
次
の
命
日
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
薔
薇
忌
に

合
わ
せ
て
講
演
会
と
朗
読
会
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
４
月
14
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

例
年
、
夏
休
み
期
間
中
の
利
用
が
多
い
こ
と
か
ら
、
７
・
８
月
の
生
涯
学
習
施
設（
つ
ど
い
の
間
・

バ
ン
ガ
ロ
ー
な
ど
）の
利
用
予
約
は
抽
選
と
い
た
し
ま
す
。

【
日

　時
】
３
月
23
日（
土
）　
午
前
９
時
〜
　
受
付
開
始
　 

午
前
９
時
30
分
〜
　
抽
選
会

【
場

　所
】
ふ
る
さ
と
学
習
館
　
学
習
資
料
コ
ー
ナ
ー

【
そ
の
他
】
利
用
予
約
は
一
回
の
抽
選
に
つ
き
、
一
つ
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

抽
選
会
終
了
後
、
申
請
手
続
を
行
い
、
施
設
使
用
料
を
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
使
用
料

減
免
申
請
に
は
団
体
代
表
者
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

学
習
の
森

作
品
展

ク
レ
ヨ
ン
や
カ
ラ
ー
マ
ジ
ッ
ク
で
線
や
点
を
描
い
た
り
、
紙
や
セ
ロ

フ
ァ
ン
を
切
っ
た
り
貼
っ
た
り
し
て
絵
本
を
作
り
ま
す
。

【
講

　師
】
木
暮
直
巳
氏（atelier703

）

【
日

　時
】
３
月
21
日（
木
・
祝
）　
午
後
１
時
〜
３
時

【
場

　所
】
生
涯
学
習
施
設
　
創
作
工
房
１

【
定

　員
】
８
人
　

【
費

　用
】
３
０
０
円

【
対

　象
】
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す

【
申
込
み
】
３
月
11
日（
月
）よ
り
、
ふ
る
さ
と
学
習
館
ま
で
電
話
、

　
　
　
　
　 

も
し
く
は
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】
小
学
校
低
学
年
の
人
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
ピ
ッ
タ
リ
！
「
わ
く
わ
く
気
分
」
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

①
フ
ェ
イ
ク
ス
イ
ー
ツ
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
＆
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
材
料
費
　
５
０
０
円
〜（
１
作
品
）

②
羊
毛
玉
子
で
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
作
り
　
　
…
材
料
費
　
５
０
０
円
〜（
１
作
品
）

③
消
し
ゴ
ム
で
お
名
前
は
ん
こ
作
り
　
　
　
　
…
材
料
費
　
１
０
０
０
円
〜（
１
作
品
）

④
光
と
虹
の
天
然
石
サ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
・
水
晶
ス
ト
ラ
ッ
プ
・
お
守
り
天
使
の
ス
ト
ラ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
材
料
費
　
５
０
０
円
〜
２
０
０
０
円（
１
作
品
）

【
日

　時
】
3
月
30
日（
土
）　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

【
場

　所
】
生
涯
学
習
施
設
　
つ
ど
い
の
間

【
対

　象
】
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す

【
費

　用
】
各
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
毎
に
、
当
日
会
場
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い

【
申
込
み
】
当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

【
そ
の
他
】
小
学
校
低
学
年
の
人
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す

楽
し
い春

休
み

を
作
ろ
う
！

３
月
17
日（
日
）〜
24
日（
日
）

観
覧
無
料

学
習
の
森
生
涯
学
習
施
設
の
予
約
に
つ
い
て

１
講
座
30
分
程
度
で
無
料
体
験
が
で
き
ま
す
。

①
３
月
21
日（
木
・
祝
）　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
最
終
受
付
）

　
　
写

　仏
　
場
所
：
学
習
資
料
コ
ー
ナ
ー

②
３
月
24
日（
日
）　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
終
了
）

　
　
竹
細
工
　
場
所
：
創
作
工
房
４
　
　
裂
き
織
り
　
場
所
：
学
習
資
料
コ
ー
ナ
ー

講 座 体 験

ら
く
が
き
絵
本

絵心ゼロでも
OK！

楽しく作れます!

絵心ゼロでも
OK！

楽しく作れます!

安
中
市
学
習
の
森
ふ
る
さ
と
学
習
館
企
画
展
　
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
移
動
展

安
中
市
学
習
の
森
ふ
る
さ
と
学
習
館
企
画
展
　
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
移
動
展

■ 

関
連
事
業

第
22
回 

大
手
拓
次

薔
薇
忌

大
手
拓
次

（
一
八
八
七
〜
一
九
三
四
）

【開館時間】　午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）　
【 観 覧 料 】　一般100円、団体(20人以上)80円、
　　　　　　   高校生以下無料

【 休 館 日 】    4/2（火）、9（火）、16（火）、23（火）、
           　           5/7（火）～10（金）、14（火）～17（金）、
　　　 　  　   21 （火）～23（木）、28（火）、6/4（火）

【開館時間】　午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）　
【 観 覧 料 】　一般100円、団体(20人以上)80円、
　　　　　　   高校生以下無料

【 休 館 日 】    4/2（火）、9（火）、16（火）、23（火）、
           　           5/7（火）～10（金）、14（火）～17（金）、
　　　 　  　   21 （火）～23（木）、28（火）、6/4（火）

3.30【土】～6.9【日】
2019

【会　　場】安中市磯部温泉会館（安中市磯部1―12―21）☎385―6555
　　　　　　※温泉会館は磯部詩碑公園内赤城神社の隣です。
　　　　　　　駐車場は、鉱泉橋脇の磯部簗駐車場も使用できます。
【定　　員】50人
【参 加 費】300円（ふるさと学習館の観覧料を含む）
【申込方法】ふるさと学習館に事前予約（当日受付可）
【共　　催】大手拓次研究会

時　間

午後1時～1時15分 墓前祭

講演会

朗読会

献花と朗読

演題：「神話の中の詩人、大手拓次」
講師：坪井秀人氏
　　　（国際日本文化研究センター教授）

大手拓次の詩を朗読

午後1時30分
～2時50分 

午後3時～4時

内　　容

う
す
い

う
す
い

ほ
う
ら
い

ほ
う
ら
い

ザ
ン
ザ
ン

か
ん
か
ん

ボ
ア
ボ
ア

わ
く
わ
く
♪
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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だ
よ
り

学
習
の
森

№154

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館
　　　　安中市上間仁田951　Tel. 382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp

平成３０年度
「文化財愛護ポスター」

優秀作品（敬称略）
中野　公輔（秋間小学校6年）

平
成
30
年
度
学
習
の
森
主
催
・
自
主
講
座
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

【
時

　
　間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
）
　

　
　
　
　
　
　
※
17
日
は
午
後
１
時
か
ら
最
終
日
24
日
は
午
後
３
時
ま
で

【
場

　
　所
】
ふ
る
さ
と
学
習
館
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
展
示
作
品
】
古
文
書
・
竹
細
工
・
機
織
り
・
仏
画
・

　
　
　
　
　
　
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
・
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
な
ど

【
協

　
　力
】
さ
か
え
仏
画
の
会
・
竹
の
会
・
珍
竹
林
・
森
の
古
文
書
会

　
大
手
拓
次
は
、
一
八
八
七（
明
治
二
十
）年
、
群
馬
県
碓
氷
郡
西
上
磯
部
村（
現
安
中
市
磯
部
）の
温
泉
旅
館
「
鳳
来

館
」
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
学
時
代
に
は
詩
人
を
志
し
、
一
九
一
二（
大
正
元
）年
、
北
原
白
秋
主
宰
の
雑
誌
『
朱

欒
』
に
詩
が
掲
載
さ
れ
、
詩
壇
へ
登
場
。
そ
の
高
い
完
成
度
を
誇
っ
た
口
語
象
徴
詩
は
、
萩
原
朔
太
郎
か
ら
も
熱
烈

に
支
持
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
内
向
的
な
性
格
も
災
い
し
、
生
前
、
一
冊
の
詩
集
も
持
つ
こ
と
な
く
、
四
十
六
歳

で
そ
の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、
詩
稿
や
原
稿
、
詩
作
品
に
よ
り
、
改
め
て
そ
の
詩
業
を
見
つ
め
直
し
ま
す
。

　
大
手
拓
次
は
、
一
八
八
七（
明
治
二
十
）年
、
群
馬
県
碓
氷
郡
西
上
磯
部
村（
現
安
中
市
磯
部
）の
温
泉
旅
館
「
鳳
来

館
」
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
学
時
代
に
は
詩
人
を
志
し
、
一
九
一
二（
大
正
元
）年
、
北
原
白
秋
主
宰
の
雑
誌
『
朱

欒
』
に
詩
が
掲
載
さ
れ
、
詩
壇
へ
登
場
。
そ
の
高
い
完
成
度
を
誇
っ
た
口
語
象
徴
詩
は
、
萩
原
朔
太
郎
か
ら
も
熱
烈

に
支
持
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
内
向
的
な
性
格
も
災
い
し
、
生
前
、
一
冊
の
詩
集
も
持
つ
こ
と
な
く
、
四
十
六
歳

で
そ
の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、
詩
稿
や
原
稿
、
詩
作
品
に
よ
り
、
改
め
て
そ
の
詩
業
を
見
つ
め
直
し
ま
す
。

　
大
手
拓
次
の
命
日
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
薔
薇
忌
に

合
わ
せ
て
講
演
会
と
朗
読
会
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
４
月
14
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

例
年
、
夏
休
み
期
間
中
の
利
用
が
多
い
こ
と
か
ら
、
７
・
８
月
の
生
涯
学
習
施
設（
つ
ど
い
の
間
・

バ
ン
ガ
ロ
ー
な
ど
）の
利
用
予
約
は
抽
選
と
い
た
し
ま
す
。

【
日

　時
】
３
月
23
日（
土
）　
午
前
９
時
〜
　
受
付
開
始
　 

午
前
９
時
30
分
〜
　
抽
選
会

【
場

　所
】
ふ
る
さ
と
学
習
館
　
学
習
資
料
コ
ー
ナ
ー

【
そ
の
他
】
利
用
予
約
は
一
回
の
抽
選
に
つ
き
、
一
つ
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

抽
選
会
終
了
後
、
申
請
手
続
を
行
い
、
施
設
使
用
料
を
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
使
用
料

減
免
申
請
に
は
団
体
代
表
者
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

学
習
の
森

作
品
展

ク
レ
ヨ
ン
や
カ
ラ
ー
マ
ジ
ッ
ク
で
線
や
点
を
描
い
た
り
、
紙
や
セ
ロ

フ
ァ
ン
を
切
っ
た
り
貼
っ
た
り
し
て
絵
本
を
作
り
ま
す
。

【
講

　師
】
木
暮
直
巳
氏（atelier703

）

【
日

　時
】
３
月
21
日（
木
・
祝
）　
午
後
１
時
〜
３
時

【
場

　所
】
生
涯
学
習
施
設
　
創
作
工
房
１

【
定

　員
】
８
人
　

【
費

　用
】
３
０
０
円

【
対

　象
】
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す

【
申
込
み
】
３
月
11
日（
月
）よ
り
、
ふ
る
さ
と
学
習
館
ま
で
電
話
、

　
　
　
　
　 

も
し
く
は
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】
小
学
校
低
学
年
の
人
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
ピ
ッ
タ
リ
！
「
わ
く
わ
く
気
分
」
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

①
フ
ェ
イ
ク
ス
イ
ー
ツ
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
＆
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
材
料
費
　
５
０
０
円
〜（
１
作
品
）

②
羊
毛
玉
子
で
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
作
り
　
　
…
材
料
費
　
５
０
０
円
〜（
１
作
品
）

③
消
し
ゴ
ム
で
お
名
前
は
ん
こ
作
り
　
　
　
　
…
材
料
費
　
１
０
０
０
円
〜（
１
作
品
）

④
光
と
虹
の
天
然
石
サ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
・
水
晶
ス
ト
ラ
ッ
プ
・
お
守
り
天
使
の
ス
ト
ラ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
材
料
費
　
５
０
０
円
〜
２
０
０
０
円（
１
作
品
）

【
日

　時
】
3
月
30
日（
土
）　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

【
場

　所
】
生
涯
学
習
施
設
　
つ
ど
い
の
間

【
対

　象
】
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す

【
費

　用
】
各
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
毎
に
、
当
日
会
場
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い

【
申
込
み
】
当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

【
そ
の
他
】
小
学
校
低
学
年
の
人
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す

楽
し
い春

休
み

を
作
ろ
う
！

３
月
17
日（
日
）〜
24
日（
日
）

観
覧
無
料

学
習
の
森
生
涯
学
習
施
設
の
予
約
に
つ
い
て

１
講
座
30
分
程
度
で
無
料
体
験
が
で
き
ま
す
。

①
３
月
21
日（
木
・
祝
）　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
最
終
受
付
）

　
　
写

　仏
　
場
所
：
学
習
資
料
コ
ー
ナ
ー

②
３
月
24
日（
日
）　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
終
了
）

　
　
竹
細
工
　
場
所
：
創
作
工
房
４
　
　
裂
き
織
り
　
場
所
：
学
習
資
料
コ
ー
ナ
ー

講 座 体 験

ら
く
が
き
絵
本

絵心ゼロでも
OK！

楽しく作れます!

絵心ゼロでも
OK！

楽しく作れます!

安
中
市
学
習
の
森
ふ
る
さ
と
学
習
館
企
画
展
　
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
移
動
展

安
中
市
学
習
の
森
ふ
る
さ
と
学
習
館
企
画
展
　
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
移
動
展

■ 

関
連
事
業

第
22
回 

大
手
拓
次

薔
薇
忌

大
手
拓
次

（
一
八
八
七
〜
一
九
三
四
）

【開館時間】　午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）　
【 観 覧 料 】　一般100円、団体(20人以上)80円、
　　　　　　   高校生以下無料

【 休 館 日 】    4/2（火）、9（火）、16（火）、23（火）、
           　           5/7（火）～10（金）、14（火）～17（金）、
　　　 　  　   21 （火）～23（木）、28（火）、6/4（火）

【開館時間】　午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）　
【 観 覧 料 】　一般100円、団体(20人以上)80円、
　　　　　　   高校生以下無料

【 休 館 日 】    4/2（火）、9（火）、16（火）、23（火）、
           　           5/7（火）～10（金）、14（火）～17（金）、
　　　 　  　   21 （火）～23（木）、28（火）、6/4（火）

3.30【土】～6.9【日】
2019

【会　　場】安中市磯部温泉会館（安中市磯部1―12―21）☎385―6555
　　　　　　※温泉会館は磯部詩碑公園内赤城神社の隣です。
　　　　　　　駐車場は、鉱泉橋脇の磯部簗駐車場も使用できます。
【定　　員】50人
【参 加 費】300円（ふるさと学習館の観覧料を含む）
【申込方法】ふるさと学習館に事前予約（当日受付可）
【共　　催】大手拓次研究会

時　間

午後1時～1時15分 墓前祭

講演会

朗読会

献花と朗読

演題：「神話の中の詩人、大手拓次」
講師：坪井秀人氏
　　　（国際日本文化研究センター教授）

大手拓次の詩を朗読

午後1時30分
～2時50分 

午後3時～4時

内　　容

う
す
い

う
す
い

ほ
う
ら
い

ほ
う
ら
い

ザ
ン
ザ
ン

か
ん
か
ん

ボ
ア
ボ
ア

わ
く
わ
く
♪
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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民
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

特
典
内
容
▼
料
金
の
割
引
、
粗
品
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
な
ど

対
象
▼
18
歳
に
達
し
て
最
初
の
３
月
31
日
を

迎
え
る
ま
で
の
お
子
さ
ま
が
い
る
ご
家
庭

や
、
妊
娠
中
の
人
が
い
る
ご
家
庭

※
ぐ
ー
ち
ょ
き
シ
ョ
ッ
プ
は
「
ぐ
ん
ま
ス
マ

イ
ル
ラ
イ
フ
」
か
ら
検
索
で
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
か
ら

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

問
合
せ
▼
□本
子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係

（
☎
内
線
1
1
6
4
）

公
立
碓
氷
病
院

人
工
透
析
患
者
様
の

送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た

　
公
立
碓
氷
病
院
で
は
、
人
工
透
析
患
者
様

の
う
ち
、
透
析
治
療
の
た
め
の
通
院
が
困
難

な
患
者
様
に
対
し
、
安
心
し
て
継
続
的
に
透

析
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
送
迎
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
ま
し
た
。

ぐ
ー
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　
群
馬
県
で
は
市
町
村
や
地
域
、
企
業
と
協

力
し
て
、
子
育
て
家
庭
を
応
援
す
る
「
ぐ
ん

ま
ち
ょ
い
得
キ
ッ
ズ
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
配
布

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
有
効
期
限
が
2
0
2
４
年
3
月
31

日
ま
で
の
新
し
い
ぐ
ー
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト

を
配
布
中
で
す
。
配
布
は
、
お
子
様
が
在
籍

し
て
い
る
保
育
園
・
幼
稚
園
、
各
学
校
な
ど

を
通
じ
て
配
布
す
る
ほ
か
、
市
役
所
の
窓
口

で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
ま
だ
新
し
い
ぐ
ー
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
が

配
布
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
紛
失
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

・
就
園
、
就
学
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
の
パ

ス
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

↓
お
子
様
が
在
籍
し
て
い
る
保
育
園
・
幼
稚

園
、
各
学
校
な
ど
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

・
未
就
園
、
未
就
学
児
ま
た
は
妊
娠
中
の
人

の
パ
ス
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

↓
□本 

子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係
ま
た
は
□松 

住

民
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合

↓
□本 

子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係
ま
た
は
□松 

住

運
行
日
▼

「
火
・
木
・
土
」
の
午
前
帯
を
週
３
日
運
行

し
ま
す
。

送
迎
の
対
象
と
な
る
患
者
様
▼

左
記
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人
で

す
。

（
１
）当
院
で
人
工
透
析
に
よ
る
治
療
を
受
け

る
人

（
２
）自
動
車
の
運
転
が
で
き
な
い
、
ま
た
は

困
難
な
人
で
あ
っ
て
、
家
族
に
よ
る
送
迎
が

困
難
な
人

（
３
）本
市
に
居
住
し
、
か
つ
、
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

（
４
）当
院
の
送
迎
車
を
使
用
し
て
送
迎
す
る

こ
と
が
可
能
な
人

（
５
）送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
あ
た
り
、
当

院
の
指
示
お
よ
び
指
導
に
従
う
こ
と
が
で
き

る
人

※
車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
患
者
様
の
対
応

も
可
能
で
す
。

送
迎
に
か
か
る
費
用
▼

無
料
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
患
者
様
に
は
送
迎
に

か
か
る
費
用
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

送
迎
車
両
▼

送
迎
用
の
車
両
は
１
台
で
、
患
者
様
専
用
の

乗
合
い（
相
乗
り
）自
動
車
で
す
。

問
合
せ
▼

公
立
碓
氷
病
院
総
務
企
画
課

（
☎
３
８
５
―
８
２
２
１
）

INFORMATION市民
インフォメーション

▲松井田高校のボランティアクラブの皆さんより多肉植物の
　寄せ植えが寄贈されました。

安中市役所　〒379-0192 安中市安中一丁目 23-13 
TEL  382-1111　FAX 381-0503　HP:  http ://www.c i ty .annaka. lg . jp　E-mai l :  kouhou@city .annaka. lg . jp

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

GU I D E

安中市文化センター

市民パソコン教室
安中市文化センター

3
月
１
日
か
ら
4
月
15
日
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ホ
ー
ル

松井田文化会館
カラオケ発表会
3 月 24 日（日） 　10:00～17:00
問合せ：安松カラオケ愛好会（☎393－1367（萩原））
文化講演会
3 月 10 日（日）　開場 13:00 　開演 13:30　入場 : 無料
問合せ：安中市文化協会松井田支部
　　　　（松井田公民館内：☎393－4401）
書道作品展示・茶会
3 月 24 日（日）　9:30～17:00
開場 9:00　開演 9:30　入場 : 無料
主催：心華書院・つぼみの会

学
習
室
な
ど

第 17回早春フェスティバル　展示発表の部
3 月 1・2・3 日（金・土・日）　9:00～17:00

（3 日は 16:15 まで）
入場：無料　会場 ：ロビー・ホワイエ
問合せ：安中市文化協会安中支部（☎381－0586）
市民パソコン教室
3 月 7・14・16・21・23・28・30 日（木・土）
4 月 11・13 日（木・土）　13:30～15:30
入場：無料　会場：２階 パソコン室
問合せ：文化センター（☎381－0586）
絵本読み聞かせ
3 月 23 日（土）　14:00～15:00　入場：無料
会場：図書館幼児コーナー
問合せ：安中図書館（☎381－0529）

GU I D E 問合せ　安中市図書館　☎３８１－０５２９・松井田図書館　☎３９３－４４０２

問合せ　☎３８１－０５８６

第 17回早春フェスティバル　舞台発表の部
3 月 3 日（日）　9:30～16:15　入場：無料
問合せ：安中市文化協会安中支部（☎381－0586）
劇団アラムニー　ミュージカル公演
3 月 9・10 日（土・日）　13:30～　入場：無料
問合せ：安中ロータリークラブ（☎382－2000）
安中市少年少女合唱団　定期演奏会
3 月 16 日（土）　14:00～16:00　チケット：200 円
問合せ：　生涯学習課（☎内線 2242）
群馬隆盛カラオケ倶楽部
チャリティーカラオケ発表会
3 月 17 日（日）　12:30～16:30　入場：無料
問合せ：群馬隆盛カラオケ倶楽部（☎385－3432）
安中二中スプリングコンサート
3 月 24 日（日）　13:30～16:00　入場：無料
問合せ：安中市立第二中学校（☎385－7857）
安中・群響を応援する会
創立 30周年記念コンサート
3 月 30 日（土）　14:00～16:30
前売：1,000 円　当日：1,500 円
問合せ：安中・群響を応援する会（☎382－4969（島崎））
第 15回 ASF　ダンス発表会
3 月 31 日（日）　14:00～16:30　入場：無料
問合せ：安中キッズダンスクラブ「A SOUL FAMILY」
　　　　保護者会（☎080－6658－8948）
安中地区敬老会
4 月 11 日（木）　9:30～12:00　入場：関係者
問合せ：安中公民館（☎382－7641）

松

　安中市文化センターでは市民パソコン教室を開催しています。
　パソコンに関して疑問やお悩みがある人をボランティア講師がサポートします。
●日　時　毎週木・土曜日（開催しない日もありますので、下記スケジュールや行　
　　　　　事カレンダーをご確認ください。）
　　　　　午後1時30分～3時30分
●場　所　文化センター2階　パソコン室
●申　込　不要　料金：無料
※申込不要ですので、直接会場にお越しください。
※開催日程は行事カレンダーをご覧ください。
※お使いのノートパソコン・タブレットの持ち込みも可能です。

安中市図書館・松井田図書館
　安中市図書館・松井田図書館では、それぞれ約5万冊の一般書（小説や、歴史・健
康・料理・スポーツなどの実用書）、約3万冊の児童書と絵本を所蔵しており、雑誌
も各館で約60種類が閲覧可能です。
　松井田図書館にはCD・DVDも多数所蔵されています。
　1枚の図書利用券で図書5冊・雑誌3冊・視聴覚資料3点が貸出可能です。登録希
望の場合は身分証明書（運転免許証や保険証など）を持参し、図書利用券申込書に記
入して提出すれば当日から貸出可能です。
　館内閲覧のみであれば、登録は不要です。
　
　ぜひお気軽にご来館ください！
　
ホームページURL： http://www.library.annaka.gunma.jp/

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

女 
256

50
306

男 
208

45
253

女    
22,470

6,692
29,162

男    
21,941

6,405
28,346

合　計 58,067人　世帯数 24,590 （平成31年1月末日現在）

https://sm
ilelife.pref.gunm

a.jp/pc/passport/

https://sm
ilelife.pref.gunm

a.jp/sp/passport/

（モバイル端末用）
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民
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

特
典
内
容
▼
料
金
の
割
引
、
粗
品
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
な
ど

対
象
▼
18
歳
に
達
し
て
最
初
の
３
月
31
日
を

迎
え
る
ま
で
の
お
子
さ
ま
が
い
る
ご
家
庭

や
、
妊
娠
中
の
人
が
い
る
ご
家
庭

※
ぐ
ー
ち
ょ
き
シ
ョ
ッ
プ
は
「
ぐ
ん
ま
ス
マ

イ
ル
ラ
イ
フ
」
か
ら
検
索
で
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
か
ら

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

問
合
せ
▼
□本
子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係

（
☎
内
線
1
1
6
4
）

公
立
碓
氷
病
院

人
工
透
析
患
者
様
の

送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た

　
公
立
碓
氷
病
院
で
は
、
人
工
透
析
患
者
様

の
う
ち
、
透
析
治
療
の
た
め
の
通
院
が
困
難

な
患
者
様
に
対
し
、
安
心
し
て
継
続
的
に
透

析
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
送
迎
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
ま
し
た
。

ぐ
ー
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　
群
馬
県
で
は
市
町
村
や
地
域
、
企
業
と
協

力
し
て
、
子
育
て
家
庭
を
応
援
す
る
「
ぐ
ん

ま
ち
ょ
い
得
キ
ッ
ズ
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
配
布

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
有
効
期
限
が
2
0
2
４
年
3
月
31

日
ま
で
の
新
し
い
ぐ
ー
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト

を
配
布
中
で
す
。
配
布
は
、
お
子
様
が
在
籍

し
て
い
る
保
育
園
・
幼
稚
園
、
各
学
校
な
ど

を
通
じ
て
配
布
す
る
ほ
か
、
市
役
所
の
窓
口

で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
ま
だ
新
し
い
ぐ
ー
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
が

配
布
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
紛
失
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

・
就
園
、
就
学
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
の
パ

ス
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

↓
お
子
様
が
在
籍
し
て
い
る
保
育
園
・
幼
稚

園
、
各
学
校
な
ど
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

・
未
就
園
、
未
就
学
児
ま
た
は
妊
娠
中
の
人

の
パ
ス
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

↓
□本 

子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係
ま
た
は
□松 

住

民
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合

↓
□本 

子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係
ま
た
は
□松 

住

運
行
日
▼

「
火
・
木
・
土
」
の
午
前
帯
を
週
３
日
運
行

し
ま
す
。

送
迎
の
対
象
と
な
る
患
者
様
▼

左
記
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人
で

す
。

（
１
）当
院
で
人
工
透
析
に
よ
る
治
療
を
受
け

る
人

（
２
）自
動
車
の
運
転
が
で
き
な
い
、
ま
た
は

困
難
な
人
で
あ
っ
て
、
家
族
に
よ
る
送
迎
が

困
難
な
人

（
３
）本
市
に
居
住
し
、
か
つ
、
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

（
４
）当
院
の
送
迎
車
を
使
用
し
て
送
迎
す
る

こ
と
が
可
能
な
人

（
５
）送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
あ
た
り
、
当

院
の
指
示
お
よ
び
指
導
に
従
う
こ
と
が
で
き

る
人

※
車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
患
者
様
の
対
応

も
可
能
で
す
。

送
迎
に
か
か
る
費
用
▼

無
料
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
患
者
様
に
は
送
迎
に

か
か
る
費
用
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

送
迎
車
両
▼

送
迎
用
の
車
両
は
１
台
で
、
患
者
様
専
用
の

乗
合
い（
相
乗
り
）自
動
車
で
す
。

問
合
せ
▼

公
立
碓
氷
病
院
総
務
企
画
課

（
☎
３
８
５
―
８
２
２
１
）

INFORMATION市民
インフォメーション

▲松井田高校のボランティアクラブの皆さんより多肉植物の
　寄せ植えが寄贈されました。

安中市役所　〒379-0192 安中市安中一丁目 23-13 
TEL  382-1111　FAX 381-0503　HP:  http ://www.c i ty .annaka. lg . jp　E-mai l :  kouhou@city .annaka. lg . jp

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

GU I D E

安中市文化センター

市民パソコン教室
安中市文化センター

3
月
１
日
か
ら
4
月
15
日
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ホ
ー
ル

松井田文化会館
カラオケ発表会
3 月 24 日（日） 　10:00～17:00
問合せ：安松カラオケ愛好会（☎393－1367（萩原））
文化講演会
3 月 10 日（日）　開場 13:00 　開演 13:30　入場 : 無料
問合せ：安中市文化協会松井田支部
　　　　（松井田公民館内：☎393－4401）
書道作品展示・茶会
3 月 24 日（日）　9:30～17:00
開場 9:00　開演 9:30　入場 : 無料
主催：心華書院・つぼみの会

学
習
室
な
ど

第 17回早春フェスティバル　展示発表の部
3 月 1・2・3 日（金・土・日）　9:00～17:00

（3 日は 16:15 まで）
入場：無料　会場 ：ロビー・ホワイエ
問合せ：安中市文化協会安中支部（☎381－0586）
市民パソコン教室
3 月 7・14・16・21・23・28・30 日（木・土）
4 月 11・13 日（木・土）　13:30～15:30
入場：無料　会場：２階 パソコン室
問合せ：文化センター（☎381－0586）
絵本読み聞かせ
3 月 23 日（土）　14:00～15:00　入場：無料
会場：図書館幼児コーナー
問合せ：安中図書館（☎381－0529）

GU I D E 問合せ　安中市図書館　☎３８１－０５２９・松井田図書館　☎３９３－４４０２

問合せ　☎３８１－０５８６

第 17回早春フェスティバル　舞台発表の部
3 月 3 日（日）　9:30～16:15　入場：無料
問合せ：安中市文化協会安中支部（☎381－0586）
劇団アラムニー　ミュージカル公演
3 月 9・10 日（土・日）　13:30～　入場：無料
問合せ：安中ロータリークラブ（☎382－2000）
安中市少年少女合唱団　定期演奏会
3 月 16 日（土）　14:00～16:00　チケット：200 円
問合せ：　生涯学習課（☎内線 2242）
群馬隆盛カラオケ倶楽部
チャリティーカラオケ発表会
3 月 17 日（日）　12:30～16:30　入場：無料
問合せ：群馬隆盛カラオケ倶楽部（☎385－3432）
安中二中スプリングコンサート
3 月 24 日（日）　13:30～16:00　入場：無料
問合せ：安中市立第二中学校（☎385－7857）
安中・群響を応援する会
創立 30周年記念コンサート
3 月 30 日（土）　14:00～16:30
前売：1,000 円　当日：1,500 円
問合せ：安中・群響を応援する会（☎382－4969（島崎））
第 15回 ASF　ダンス発表会
3 月 31 日（日）　14:00～16:30　入場：無料
問合せ：安中キッズダンスクラブ「A SOUL FAMILY」
　　　　保護者会（☎080－6658－8948）
安中地区敬老会
4 月 11 日（木）　9:30～12:00　入場：関係者
問合せ：安中公民館（☎382－7641）

松

　安中市文化センターでは市民パソコン教室を開催しています。
　パソコンに関して疑問やお悩みがある人をボランティア講師がサポートします。
●日　時　毎週木・土曜日（開催しない日もありますので、下記スケジュールや行　
　　　　　事カレンダーをご確認ください。）
　　　　　午後1時30分～3時30分
●場　所　文化センター2階　パソコン室
●申　込　不要　料金：無料
※申込不要ですので、直接会場にお越しください。
※開催日程は行事カレンダーをご覧ください。
※お使いのノートパソコン・タブレットの持ち込みも可能です。

安中市図書館・松井田図書館
　安中市図書館・松井田図書館では、それぞれ約5万冊の一般書（小説や、歴史・健
康・料理・スポーツなどの実用書）、約3万冊の児童書と絵本を所蔵しており、雑誌
も各館で約60種類が閲覧可能です。
　松井田図書館にはCD・DVDも多数所蔵されています。
　1枚の図書利用券で図書5冊・雑誌3冊・視聴覚資料3点が貸出可能です。登録希
望の場合は身分証明書（運転免許証や保険証など）を持参し、図書利用券申込書に記
入して提出すれば当日から貸出可能です。
　館内閲覧のみであれば、登録は不要です。
　
　ぜひお気軽にご来館ください！
　
ホームページURL： http://www.library.annaka.gunma.jp/

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

女 
256

50
306

男 
208

45
253

女    
22,470

6,692
29,162

男    
21,941

6,405
28,346

合　計 58,067人　世帯数 24,590 （平成31年1月末日現在）
https://sm

ilelife.pref.gunm
a.jp/pc/passport/

https://sm
ilelife.pref.gunm

a.jp/sp/passport/

（モバイル端末用）



４
月
よ
り
燃
え
な
い
ご
み（
金
物

類
・
ガ
ラ
ス
類
）の
分
別
が
変
更
に

な
り
ま
す
。

 

燃
え
な
い
ご
み（
金
物
類
・
ガ
ラ
ス
類
）か

ら
、
「
飲
料
缶
・
び
ん
・
不
燃
物
」
の
３
項

目
に
分
か
れ
、
資
源
化
の
推
進
の
た
め
収
集

区
分
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
収
集
に
つ
い
て
は
、
週
毎
に
収
集
品
目
が

変
わ
り
ま
す
。

（
例
：
第
１
週 

飲
料
缶 

↓ 

第
２
週 
び
ん 

↓ 

第
３
週 

不
燃
物 

↓ 

第
４
週 

飲
料
缶
）

　
詳
し
く
は
、
平
成
31
年
３
月
15
日
頃
配
布

さ
れ
ま
す
「
ご
み
収
集
日
程
表
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
】

燃
え
な
い
ご
み（
金
物
類
）

燃
え
な
い
ご
み（
ガ
ラ
ス
類
）

【
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
】

飲
料
缶（
資
源
）・
び
ん（
資
源
）

不
燃
物

○
出
し
方

・
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
出
す
日

・
収
集
日
程
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
指
定

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ま
た
、
４
月
１
日（
月
）か
ら
は
、
祝
日

（
土
、
日
以
外
）も
資
源（
飲
料
缶･

び
ん
）、

不
燃
物
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
□ク 

環
境
政
策
課
廃
棄
物
対
策
係

（
☎
内
線
１
８
８
１
）

1415 2019年3月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111
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４
月
１
日
か
ら
固
定
資
産
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
・
課
税
台
帳
の
閲
覧
を

行
い
ま
す

　
市
で
は
、
土
地
や
家
屋
な
ど
の
「
固
定
資

産
縦
覧
帳
簿
」
の
縦
覧
、
「
課
税
台
帳
」
の

閲
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
特
に
平
成

30
年
中
に
土
地
の
所
有
権
移
転
や
地
目
変

更
、
家
屋
の
新
増
築
や
取
り
壊
し
な
ど
を
し

た
人
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。

縦
覧
・
閲
覧
場
所
▼
□本 
税
務
課
固
定
資
産
税

係
・
□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

※

路
線
価
な
ど
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

○
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

縦
覧
期
間
▼
４
月
１
日（
月
）〜
５
月
31
日

（
金
）（
土
、
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）　

料
金
▼
無
料

縦
覧
で
き
る
人
▼

①
納
税
者
本
人
ま
た
は
同
居
の
親
族

②
委
任
を
受
け
た
人（
委
任
状
と
免
許
証
な

ど
を
持
参
く
だ
さ
い
）

③
納
税
管
理
人（
免
許
証
な
ど
を
持
参
く
だ

さ
い
）

○
課
税
台
帳
の
閲
覧

期
間
▼
４
月
１
日（
月
）〜
通
年（
土
、
日
曜

日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
）　

料
金
▼
縦
覧
期
間（
４
月
１
日
〜
５
月
31
日
）

以
外
は
有
料（
３
０
０
円
）

閲
覧
で
き
る
人
▼

①
納
税
者
本
人
ま
た
は
同
居
の
親
族

②
委
任
を
受
け
た
人（
委
任
状
と
免
許
証
な

ど
を
持
参
く
だ
さ
い
）

③
納
税
管
理
人（
免
許
証
な
ど
を
持
参
く
だ

さ
い
）

④
借
地
借
家
人（
賃
貸
借
契
約
書
の
写
し
と

免
許
証
な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い
）

問
合
せ
▼
□本 

税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
内
線
１
０
７
０
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

（
☎
内
線
２
１
２
２
）

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

価
格
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
、
審
査
の
申
出
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
地
税
法
４
３
２

条
１
項
）

申
出
期
間
▼
縦
覧
期
間
内
ま
た
は
納
税
通
知

書
を
受
け
取
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
３
ヵ
月
以

内（
土
、
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

問
合
せ
▼
□本 

行
政
課
行
政
係

（
☎
内
線
１
０
４
５
）

　市民課
休日窓口開設日
3 月 3・１７日　４月７日
午前８時30 分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書
　の発行

本

　皆さん、こんにちは。地域おこし協力隊の後藤です。
　気が付けば年度末。
　安中市へ移住してから、月日の流れをより一層早く感じてい
ます。
　現在私は、地域に眠っている資源を再発見するという活動の
一つとして、鉄道文化むらに長く留置されていた鉄道車両を整
備しています。
　この車両は、横川－軽井沢間が廃止になるまで、毎日「あさ
ま号」として碓氷峠を行き交っていたのだとか。
　当時を知る地元の人でしたら見慣れていた風景だったと思い
ますが、ゆかりのあるものだからこそ大切にしたいと考えてい
ます。
　車内の清掃は、窓が開かない車両なので、埃が舞い上がると
大変でした。
　車両前面の錆は落としましたが、まだまだ先は長いです。
　一番の問題点は塗装ですが、綺麗に整備してから、いつか車
内も皆さんにお披露目できればと考えています。
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清掃前 清掃後

ほこり

ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す

　
昨
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
行
わ
れ
た

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
と
年
末
に
行
わ

れ
た
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
運
動
に

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
法
人
・

学
校
な
ど
か
ら
、
２
つ
の
募
金
を
合
わ
せ

て
１
１
，
６
３
９
，
４
０
９
円
の
善
意
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
募
金
は
県
内
の
民
間
福
祉
施

設
や
市
内
の
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
に
役

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い

ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結

果
を
報
告
し
ま
す
。

●
赤
い
羽
根
共
同
募
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
↓http://w

w
w

.akaihane.or.jp/

●
赤
い
羽
根
募
金
の
つ
か
い
み
ち

　
赤
い
羽
根
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
は
ね
っ
と

　
↓http://hanett.akaihane.or.jp/

　
　hanett/pub/hom

e.do

区分
法人

小・中・高等学校
職域・街頭・個人

地区
安中
原市
磯部

東横野
岩野谷
板鼻
秋間
後閑

松井田
臼井
坂本

西横野
九十九
細野
合計

実績額（円）
1,804,500

183,065
132,372

実績額（円）
864,850
954,250
446,000
292,500
230,750
369,750
295,500
169,250
245,000
134,250

74,000
450,000
117,000
151,000

6,914,037

区分

地区

安中

原市

磯部

東横野

岩野谷

板鼻

秋間

後閑

松井田

臼井

坂本

西横野

九十九

細野

合計

実績額（円）

実績額（円）

747,650

759,800

370,400

232,600

184,600

295,600

237,000

135,400

202,400

107,400

58,200

358,800

93,200

121,000

4,725,372

個人・
職域

821,322

赤い羽根共同募金歳末たすけあい募金

飲
料
用
の
缶
の
み（
ア
ル
ミ
、
ス
チ
ー
ル
）

※

缶
詰
、
ス
プ
レ
ー
缶
は
不
燃
物

・
中
身
を
す
べ
て
出
し
て
、
中
を
す
す
い
で
く
だ
さ
い
。

・
吸
い
殻
な
ど
の
ご
み
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
は
ま
と
め
て
出
せ
ま
す
。

・
飲
料
以
外
の
缶
、
一
斗
缶
は
「
不
燃
物
」
に

な
り
ま
す
。

・
中
身
を
す
べ
て
出
し
て
、
中
を
す
す
い
で
く
だ
さ
い
。

・
吸
い
殻
な
ど
の
ご
み
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
ふ
た
は
必
ず
は
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
は
燃
え
る
ご
み
、
金
属
製
は

不
燃
物
）

・
ビ
ー
ル
び
ん
、
一
升
瓶
な
ど
の
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル

び
ん
は
、
で
き
る
だ
け
販
売
店
へ
戻
し
ま
し
ょ
う
。

・
50
㎝
以
下
の
も
の
を
出
す
。（
50
㎝
以
上
あ
る
も
の
：「
粗
大
ご

み
」と
な
り
、
碓
氷
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
搬
入（
有
料
）

に
な
り
ま
す
。
）

・
刃
物
や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
類
は
紙
に
包
ん
で
出
す
。

・
ス
プ
レ
ー
缶
は
穴
を
開
け
ず
、
必
ず
中
身
を
使
い
切
り
、
そ
の

他
の
不
燃
物
と
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
使
い
き
れ
な
い
場
合

は
、
碓
氷
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

飲
料
用
・
食
料
用
の
び
ん
・
化
粧
品
類
・
飲
み
薬
な
ど
の
び
ん

※

ガ
ラ
ス
製
品
、
薬
品（
農
薬
、
劇
薬
）び
ん
は
不
燃
物

缶
詰
、
小
型
金
属
製
品（
や
か
ん
、
な
べ
、
ス
プ
ー
ン
、
フ
ラ
イ
パ

ン
）カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶
、
ガ
ラ
ス
製
品
、
薬
品（
農

薬
、
劇
薬
）び
ん
、
陶
磁
器

対
象

注
意
事
項

品
目

飲
料
缶

（
資
源
）

び
ん

（
資
源
）

不
燃
物

××××
×× ××



４
月
よ
り
燃
え
な
い
ご
み（
金
物

類
・
ガ
ラ
ス
類
）の
分
別
が
変
更
に

な
り
ま
す
。

 

燃
え
な
い
ご
み（
金
物
類
・
ガ
ラ
ス
類
）か

ら
、
「
飲
料
缶
・
び
ん
・
不
燃
物
」
の
３
項

目
に
分
か
れ
、
資
源
化
の
推
進
の
た
め
収
集

区
分
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
収
集
に
つ
い
て
は
、
週
毎
に
収
集
品
目
が

変
わ
り
ま
す
。

（
例
：
第
１
週 

飲
料
缶 

↓ 

第
２
週 

び
ん 

↓ 

第
３
週 

不
燃
物 

↓ 

第
４
週 

飲
料
缶
）

　
詳
し
く
は
、
平
成
31
年
３
月
15
日
頃
配
布

さ
れ
ま
す
「
ご
み
収
集
日
程
表
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
】

燃
え
な
い
ご
み（
金
物
類
）

燃
え
な
い
ご
み（
ガ
ラ
ス
類
）

【
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
】

飲
料
缶（
資
源
）・
び
ん（
資
源
）

不
燃
物

○
出
し
方

・
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
出
す
日

・
収
集
日
程
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
指
定

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ま
た
、
４
月
１
日（
月
）か
ら
は
、
祝
日

（
土
、
日
以
外
）も
資
源（
飲
料
缶･

び
ん
）、

不
燃
物
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
□ク 

環
境
政
策
課
廃
棄
物
対
策
係

（
☎
内
線
１
８
８
１
）
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４
月
１
日
か
ら
固
定
資
産
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
・
課
税
台
帳
の
閲
覧
を

行
い
ま
す

　
市
で
は
、
土
地
や
家
屋
な
ど
の
「
固
定
資

産
縦
覧
帳
簿
」
の
縦
覧
、
「
課
税
台
帳
」
の

閲
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
特
に
平
成

30
年
中
に
土
地
の
所
有
権
移
転
や
地
目
変

更
、
家
屋
の
新
増
築
や
取
り
壊
し
な
ど
を
し

た
人
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。

縦
覧
・
閲
覧
場
所
▼
□本 

税
務
課
固
定
資
産
税

係
・
□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

※

路
線
価
な
ど
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

○
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

縦
覧
期
間
▼
４
月
１
日（
月
）〜
５
月
31
日

（
金
）（
土
、
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）　

料
金
▼
無
料

縦
覧
で
き
る
人
▼

①
納
税
者
本
人
ま
た
は
同
居
の
親
族

②
委
任
を
受
け
た
人（
委
任
状
と
免
許
証
な

ど
を
持
参
く
だ
さ
い
）

③
納
税
管
理
人（
免
許
証
な
ど
を
持
参
く
だ

さ
い
）

○
課
税
台
帳
の
閲
覧

期
間
▼
４
月
１
日（
月
）〜
通
年（
土
、
日
曜

日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
）　

料
金
▼
縦
覧
期
間（
４
月
１
日
〜
５
月
31
日
）

以
外
は
有
料（
３
０
０
円
）

閲
覧
で
き
る
人
▼

①
納
税
者
本
人
ま
た
は
同
居
の
親
族

②
委
任
を
受
け
た
人（
委
任
状
と
免
許
証
な

ど
を
持
参
く
だ
さ
い
）

③
納
税
管
理
人（
免
許
証
な
ど
を
持
参
く
だ

さ
い
）

④
借
地
借
家
人（
賃
貸
借
契
約
書
の
写
し
と

免
許
証
な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い
）

問
合
せ
▼
□本 

税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
内
線
１
０
７
０
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

（
☎
内
線
２
１
２
２
）

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

価
格
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
、
審
査
の
申
出
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
地
税
法
４
３
２

条
１
項
）

申
出
期
間
▼
縦
覧
期
間
内
ま
た
は
納
税
通
知

書
を
受
け
取
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
３
ヵ
月
以

内（
土
、
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

問
合
せ
▼
□本 

行
政
課
行
政
係

（
☎
内
線
１
０
４
５
）

　市民課
休日窓口開設日
3 月 3・１７日　４月７日
午前８時30 分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書
　の発行

本

　皆さん、こんにちは。地域おこし協力隊の後藤です。
　気が付けば年度末。
　安中市へ移住してから、月日の流れをより一層早く感じてい
ます。
　現在私は、地域に眠っている資源を再発見するという活動の
一つとして、鉄道文化むらに長く留置されていた鉄道車両を整
備しています。
　この車両は、横川－軽井沢間が廃止になるまで、毎日「あさ
ま号」として碓氷峠を行き交っていたのだとか。
　当時を知る地元の人でしたら見慣れていた風景だったと思い
ますが、ゆかりのあるものだからこそ大切にしたいと考えてい
ます。
　車内の清掃は、窓が開かない車両なので、埃が舞い上がると
大変でした。
　車両前面の錆は落としましたが、まだまだ先は長いです。
　一番の問題点は塗装ですが、綺麗に整備してから、いつか車
内も皆さんにお披露目できればと考えています。
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ご
協
力
に
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い
た
し
ま
す
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年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
行
わ
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た

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
と
年
末
に
行
わ
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た
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
運
動
に

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
法
人
・

学
校
な
ど
か
ら
、
２
つ
の
募
金
を
合
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せ

て
１
１
，
６
３
９
，
４
０
９
円
の
善
意
が

寄
せ
ら
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ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
募
金
は
県
内
の
民
間
福
祉
施

設
や
市
内
の
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
に
役

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い

ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結

果
を
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ま
す
。

●
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い
羽
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共
同
募
金
ホ
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ジ
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●
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↓http://hanett.akaihane.or.jp/

　
　hanett/pub/hom

e.do

区分
法人

小・中・高等学校
職域・街頭・個人

地区
安中
原市
磯部

東横野
岩野谷
板鼻
秋間
後閑

松井田
臼井
坂本

西横野
九十九
細野
合計

実績額（円）
1,804,500

183,065
132,372

実績額（円）
864,850
954,250
446,000
292,500
230,750
369,750
295,500
169,250
245,000
134,250

74,000
450,000
117,000
151,000

6,914,037

区分

地区

安中

原市

磯部

東横野

岩野谷

板鼻

秋間

後閑

松井田

臼井

坂本

西横野

九十九

細野

合計

実績額（円）

実績額（円）

747,650

759,800

370,400

232,600

184,600

295,600

237,000

135,400

202,400

107,400

58,200

358,800

93,200

121,000

4,725,372

個人・
職域

821,322

赤い羽根共同募金歳末たすけあい募金

飲
料
用
の
缶
の
み（
ア
ル
ミ
、
ス
チ
ー
ル
）

※

缶
詰
、
ス
プ
レ
ー
缶
は
不
燃
物

・
中
身
を
す
べ
て
出
し
て
、
中
を
す
す
い
で
く
だ
さ
い
。

・
吸
い
殻
な
ど
の
ご
み
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
は
ま
と
め
て
出
せ
ま
す
。

・
飲
料
以
外
の
缶
、
一
斗
缶
は
「
不
燃
物
」
に

な
り
ま
す
。

・
中
身
を
す
べ
て
出
し
て
、
中
を
す
す
い
で
く
だ
さ
い
。

・
吸
い
殻
な
ど
の
ご
み
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
ふ
た
は
必
ず
は
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
は
燃
え
る
ご
み
、
金
属
製
は

不
燃
物
）

・
ビ
ー
ル
び
ん
、
一
升
瓶
な
ど
の
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル

び
ん
は
、
で
き
る
だ
け
販
売
店
へ
戻
し
ま
し
ょ
う
。

・
50
㎝
以
下
の
も
の
を
出
す
。（
50
㎝
以
上
あ
る
も
の
：「
粗
大
ご

み
」と
な
り
、
碓
氷
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
搬
入（
有
料
）

に
な
り
ま
す
。
）

・
刃
物
や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
類
は
紙
に
包
ん
で
出
す
。

・
ス
プ
レ
ー
缶
は
穴
を
開
け
ず
、
必
ず
中
身
を
使
い
切
り
、
そ
の

他
の
不
燃
物
と
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
使
い
き
れ
な
い
場
合

は
、
碓
氷
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

飲
料
用
・
食
料
用
の
び
ん
・
化
粧
品
類
・
飲
み
薬
な
ど
の
び
ん

※

ガ
ラ
ス
製
品
、
薬
品（
農
薬
、
劇
薬
）び
ん
は
不
燃
物

缶
詰
、
小
型
金
属
製
品（
や
か
ん
、
な
べ
、
ス
プ
ー
ン
、
フ
ラ
イ
パ

ン
）カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶
、
ガ
ラ
ス
製
品
、
薬
品（
農

薬
、
劇
薬
）び
ん
、
陶
磁
器

対
象

注
意
事
項

品
目

飲
料
缶

（
資
源
）

び
ん

（
資
源
）

不
燃
物

××××
×× ××



福
祉
医
療（
ピ
ン
ク
の
カ
ー
ド
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
平
成
31
年
４
月
１
日
よ
り
福
祉
医
療
制
度

が
一
部
変
わ
り
ま
す
〜

　
福
祉
医
療
制
度

で
は
、
現
在
、
入

院
時
に
お
け
る
食

事
療
養
費
の
一
部

負
担
金
を
助
成
対

象
と
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
31
年
４
月
１
日

か
ら「
重
度
心
身
障
害
者
」・「
高
齢
重
度
心

身
障
害
者
」の
受
給
資
格
者
に
つ
い
て
は
、

主
に
住
民
税
が
非
課
税
世
帯
で
あ
り
、
保

険
証
発
行
元
で
認
定
さ
れ
た
„
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
“
を
使
用
し
た
場
合
に
の

み
、
入
院
時
食
事
療
養
費
が
福
祉
医
療
の
助

成
対
象
と
な
る
よ
う
変
更
に
な
り
ま
す
。
入

院
す
る
際
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
保

険
証
発
行
元
で「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
子
ど
も
」・「
母
子
・
父
子
家
庭
」の
福
祉

医
療
費
受
給
資
格
者
に
つ
い
て
は
、
制
度
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
入
院
時
食
事
療
養
費
は
助
成
対
象
で
す
。

（
詳
細
は
お
し
ら
せ
版
あ
ん
な
か
２
月
15
日

号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

問
合
せ
▼

□本 

国
保
年
金
課
医
療
年
金
係

（
☎
内
線
１
１
１
２
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

（
☎
内
線
２
１
６
０
）
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INFORMATION市民 INFORMATION市民

長
寿
医
療
制
度
終
了
の
お
知
ら
せ

　
平
成
21
年
度
よ
り
開
始
し
た
長
寿
医
療
制

度（
１
０
０
歳
以
上
の
人
の
保
険
適
用
医
療

費
の
自
己
負
担
額
助
成
）は
、
平
成
31
年
３

月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
終
了
と
な
り
ま
す
。

平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
に
１
０
０
歳
に
な

る
人（
大
正
８
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
）に
お
か
れ
ま
し
て
は
制
度
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
31
年
３
月
31
日
以
前
に
１
０

０
歳
と
な
ら
れ
た
人
に
つ
き
ま
し
て
は
引
き

続
き
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
▼

□本 
国
保
年
金
課
医
療
年
金
係（
☎
内
線
１
１
１
８
）

軽
自
動
車
な
ど
の

　
　登
録
手
続
き
は
お
早
め
に

　
平
成
31
年
度
の
軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日

現
在
で
登
録
さ
れ
て
い
る
車
両
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

◎
こ
れ
ら
の
手
続
を
済
ま
せ
な
い
と

　
移
転
・
抹
消
登
録
を
３
月
中
に
済
ま
せ
て

お
か
な
い
と
、
今
後
も
軽
自
動
車
税
が
課
税

さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
変
更
登
録
を
し
な
い
と
、
納
税
通

知
書
が
届
か
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

　
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
群
馬
県
自
動
車

税
事
務
所（
☎
０
２
７

－

２
６
３

－

４
３
４

３
）に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

□本 

税
務
課
諸
税
証
明
係（
☎
内
線
１
０
６
３
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係（
☎
内
線
２
１
２
２
）

人
権
擁
護
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　
廣
神
幸
子
さ
ん
と
武
者
寿
子
さ
ん
が
１
月

１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱
を
受

け
、
人
権
擁
護
委
員
に
就
任（
再
任
）し
ま
し

た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し

た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
毎
月
の
人
権
相

談
や
啓
発
活
動
を
行
う
な
ど
、
皆
さ
ん
の
身

近
な
相
談
相
手
で
す
。

　
日
常
生
活
の
中
で
、
人
権
問
題
だ
と
感
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
人
権

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

□本 

市
民
生
活
課
相
談
支
援
人
権
係

（
☎
内
線
１
２
０
７
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

【
内
容
】

○
入
門
講
座（
全
23
回
）

日
時
▼

昼
の
部
　
開
講
式

４
月
24
日（
水
）午
前
10
時
〜

場
所
▼
□本 

２
０
１
会
議
室

夜
の
部
　
開
講
式

４
月
25
日（
木
）午
後
7
時
〜

場
所
▼
□本 

２
０
２
会
議
室

※

初
心
者
対
象
の
講
座
で
す
。
２
回
目
以
降

の
会
場
に
つ
い
て
は
左
記
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
基
礎
講
座（
全
30
回
）

日
時
▼

開
講
式
　
４
月
17
日（
水
）午
後
７
時
〜

場
所
▼
□本 

３
０
５
会
議
室

※

入
門
講
座
修
了
者
対
象
の
講
座
で
す
。

【
参
加
費
】

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要
）

問
合
せ
▼

□本 

福
祉
課
障
害
福
祉
係（
☎
内
線
１
１
５
４
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座
の
受
講
者
募
集
に
つ

い
て

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
認
知
症
カ

フ
ェ
や
認
知
症
の
人
や
家
族
の
話
し
相
手
な

ど
で
活
躍
で
き
る
上
級
者
向
け
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
認
知
症
の
人
へ
の
具
体
的
な
対

応
方
法
な
ど
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
よ
り
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
た
講
座
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
地
域
で
活
躍
で
き

る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
目
指
す
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
▼
３
月
12
日（
火
）午
後
１
時
〜
４
時

　
　
　
３
月
13
日（
水
）午
後
１
時
〜
４
時

（
終
了
時
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

場
所
▼
□松 

２
階
大
会
議
室

参
加
対
象
者
▼
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
受
講
済
み
の
人（
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を

持
っ
て
い
る
人
）で
、
２
日
程
と
も
受
講
で

き
る
人

参
加
費
▼
無
料

定
員
▼
先
着
30
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
期
間
▼
３
月
11
日（
月
）ま
で

申
込
み
▼

□松 

介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
２
１
５
７
）

「
第
４
回
キ
ッ
ズ
献
血
」
が

　
　
　
　
　
　
　行
わ
れ
ま
す

　
献
血
の
模
擬
体
験
を
通
し
て
、
献
血
の
様

子
や
流
れ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
体
験
教
室

で
す
。
体
に
針
を
刺
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
保
護
者
の
人
も
安
心
し
て
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

　
参
加
者
に
は
キ
ッ

ズ
献
血
カ
ー
ド
と
記

念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
当
日
、

キ
ッ
ズ
献
血
カ
ー
ド

の
ご
提
示
で
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
崎
内
の
専
門

店
に
て
様
々
な
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
時
▼
３
月
21
日（
木
・
祝
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所
▼
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
崎

　
　
　
１
階
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト

対
象
▼
３
歳
〜
15
歳

費
用
▼
無
料

問
合
せ
▼
群
馬
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
献

血
推
進
課

（
☎
０
２
７

－

２
２
４

－

２
１
０
２
）

　春の足音が聞こえてくる今日この
頃。みなさんの３月の思い出は何で
すか？
　菱餅とひな人形の準備でワクワク
した日、友達との別れにたくさん泣
いた日などがあると思います。そこ
で、今月の手話で伝えようは【ひな
まつり】と【卒業式】です。

解説
両手とも数字の３に
し、それを横にしま
す。胸の辺りで上下
におく。

解説
証書をもらう様子
を表します。

ひなまつり 卒業

手話で伝えよう   Vol.3

健 

康 

通 

信

　平
成
31
年
度

　安
中
市
各
種
検
診
に
つ

い
て

　
平
成
31
年
度
の
各
種
検
診
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
同
様
、
検
診
対
象
者
全
員

に
検
診
受
診
シ
ー
ル
な
ど
の
案
内
を
送

付
す
る
予
定
で
す
。（
送
付
時
期
は
５

月
末
頃
を
予
定
）

　
今
年
度
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
に
入
っ

た
検
診
受
診
シ
ー
ル
が
届
い
た
人
で
、

来
年
度
以
降
の
送
付
を
希
望
し
な
い
場

合
は
、
□本
健
康
づ
く
り
課
予
防
係（
☎

内
線
１
１
７
２
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

男女共同参画に関する
作文・エッセイコンクールの入選者が

決まりました
　12月20日（木）に、安
中市と安中市男女共同参
画推進委員会主催による
男女共同参画に関する作
文・エッセイコンクール
の表彰式が行われ、受賞
者の皆さんに賞状と副賞
が授与されました。今回
で6回目となるこのコン
クールには、142点の応
募があり、男女共同参画
に対するさまざまな思い
が寄せられました。入選
者は左記のとおりです。
なお、入選作品は、順次
リレー・エッセイのコー
ナーに掲載する予定で
す。

小林　美結（第一中学校１年）
大野　佳美（南 中 学 校 １ 年 ）
佐藤　昂輝（第一中学校３年）
新野　愛実（第一中学校２年）
古田　　蘭（東 中 学 校 ２ 年 ）
市川　汐里（第一中学校２年）
神宮　　咲（第一中学校３年）
佐藤　奈菜（南 中 学 校 ３ 年 ）
大瀧　晴登（第二中学校３年）
吉田　光希（北 中 学 校 ３ 年 ）
岡田　妃星（第一中学校１年）
岩崎　　絢（南 中 学 校 ３ 年 ）

最優秀賞

優 秀 賞

入　　賞

◎
手
続
が
必
要
な
場
合

所
有
者
が

変
わ
っ
た

二
輪
車（
１
２
５
cc
以
下
）

農
耕
用
な
ど
の

小
型
特
殊
自
動
車

種
類

□本 

税
務
課
諸
税
証
明
係

（
☎
内
線
１
０
６
３
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

（
☎
内
線
２
１
２
２
）

二
輪
車

（
１
２
５
cc
超

　
　
　  

２
５
０
cc
以
下
）

群
馬
県
自
動
車
整
備

振
興
会

（
☎
０
２
７

－

２
６
１

－

０
２
２
１
）

二
輪
車

（
２
５
０
cc
超
）

関
東
運
輸
局
群
馬
支
局

（
☎
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
２
１
）

三
輪
・
四
輪
の

軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会

群
馬
事
務
所

（
☎
０
５
０

－

３
８
１
６

－

３
１
０
９
）

「
移
転
登
録
」
が
必
要
で
す

「
変
更
登
録
」
が
必
要
で
す

廃
車
し
た

「
抹
消
登
録
」
さ
れ
て
い
な
い
と
、

平
成
31
年
度
の
軽
自
動
車
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。
解
体
業
者
な
ど
へ
引
き

渡
し
た
だ
け
で
は
登
録
を
抹
消
し
た

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
軽
自
動
車

検
査
協
会
ま
た
は
陸
運
事
務
所
で
登

録
抹
消
さ
れ
て
い
る
か
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す

所
有
者
の
住

所
や
氏
名
が

登
録
時
と
変

わ
っ
た

◎
各
手
続
の
申
請
先

廣神　幸子さん

武者　寿子さん

認知症サポーター認定カード



福
祉
医
療（
ピ
ン
ク
の
カ
ー
ド
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
平
成
31
年
４
月
１
日
よ
り
福
祉
医
療
制
度

が
一
部
変
わ
り
ま
す
〜

　
福
祉
医
療
制
度

で
は
、
現
在
、
入

院
時
に
お
け
る
食

事
療
養
費
の
一
部

負
担
金
を
助
成
対

象
と
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
31
年
４
月
１
日

か
ら「
重
度
心
身
障
害
者
」・「
高
齢
重
度
心

身
障
害
者
」の
受
給
資
格
者
に
つ
い
て
は
、

主
に
住
民
税
が
非
課
税
世
帯
で
あ
り
、
保

険
証
発
行
元
で
認
定
さ
れ
た
„
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
“
を
使
用
し
た
場
合
に
の

み
、
入
院
時
食
事
療
養
費
が
福
祉
医
療
の
助

成
対
象
と
な
る
よ
う
変
更
に
な
り
ま
す
。
入

院
す
る
際
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
保

険
証
発
行
元
で「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
子
ど
も
」・「
母
子
・
父
子
家
庭
」の
福
祉

医
療
費
受
給
資
格
者
に
つ
い
て
は
、
制
度
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
入
院
時
食
事
療
養
費
は
助
成
対
象
で
す
。

（
詳
細
は
お
し
ら
せ
版
あ
ん
な
か
２
月
15
日

号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

問
合
せ
▼

□本 

国
保
年
金
課
医
療
年
金
係

（
☎
内
線
１
１
１
２
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

（
☎
内
線
２
１
６
０
）
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長
寿
医
療
制
度
終
了
の
お
知
ら
せ

　
平
成
21
年
度
よ
り
開
始
し
た
長
寿
医
療
制

度（
１
０
０
歳
以
上
の
人
の
保
険
適
用
医
療

費
の
自
己
負
担
額
助
成
）は
、
平
成
31
年
３

月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
終
了
と
な
り
ま
す
。

平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
に
１
０
０
歳
に
な

る
人（
大
正
８
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
）に
お
か
れ
ま
し
て
は
制
度
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
31
年
３
月
31
日
以
前
に
１
０

０
歳
と
な
ら
れ
た
人
に
つ
き
ま
し
て
は
引
き

続
き
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
▼

□本 

国
保
年
金
課
医
療
年
金
係（
☎
内
線
１
１
１
８
）

軽
自
動
車
な
ど
の

　
　登
録
手
続
き
は
お
早
め
に

　
平
成
31
年
度
の
軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日

現
在
で
登
録
さ
れ
て
い
る
車
両
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

◎
こ
れ
ら
の
手
続
を
済
ま
せ
な
い
と

　
移
転
・
抹
消
登
録
を
３
月
中
に
済
ま
せ
て

お
か
な
い
と
、
今
後
も
軽
自
動
車
税
が
課
税

さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
変
更
登
録
を
し
な
い
と
、
納
税
通

知
書
が
届
か
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

　
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
群
馬
県
自
動
車

税
事
務
所（
☎
０
２
７

－

２
６
３

－

４
３
４

３
）に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

□本 

税
務
課
諸
税
証
明
係（
☎
内
線
１
０
６
３
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係（
☎
内
線
２
１
２
２
）

人
権
擁
護
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　
廣
神
幸
子
さ
ん
と
武
者
寿
子
さ
ん
が
１
月

１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱
を
受

け
、
人
権
擁
護
委
員
に
就
任（
再
任
）し
ま
し

た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し

た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
毎
月
の
人
権
相

談
や
啓
発
活
動
を
行
う
な
ど
、
皆
さ
ん
の
身

近
な
相
談
相
手
で
す
。

　
日
常
生
活
の
中
で
、
人
権
問
題
だ
と
感
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
人
権

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

□本 

市
民
生
活
課
相
談
支
援
人
権
係

（
☎
内
線
１
２
０
７
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

【
内
容
】

○
入
門
講
座（
全
23
回
）

日
時
▼

昼
の
部
　
開
講
式

４
月
24
日（
水
）午
前
10
時
〜

場
所
▼
□本 

２
０
１
会
議
室

夜
の
部
　
開
講
式

４
月
25
日（
木
）午
後
7
時
〜

場
所
▼
□本 

２
０
２
会
議
室

※

初
心
者
対
象
の
講
座
で
す
。
２
回
目
以
降

の
会
場
に
つ
い
て
は
左
記
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
基
礎
講
座（
全
30
回
）

日
時
▼

開
講
式
　
４
月
17
日（
水
）午
後
７
時
〜

場
所
▼
□本 
３
０
５
会
議
室

※

入
門
講
座
修
了
者
対
象
の
講
座
で
す
。

【
参
加
費
】

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要
）

問
合
せ
▼

□本 

福
祉
課
障
害
福
祉
係（
☎
内
線
１
１
５
４
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座
の
受
講
者
募
集
に
つ

い
て

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
認
知
症
カ

フ
ェ
や
認
知
症
の
人
や
家
族
の
話
し
相
手
な

ど
で
活
躍
で
き
る
上
級
者
向
け
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
認
知
症
の
人
へ
の
具
体
的
な
対

応
方
法
な
ど
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
よ
り
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
た
講
座
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
地
域
で
活
躍
で
き

る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
目
指
す
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
▼
３
月
12
日（
火
）午
後
１
時
〜
４
時

　
　
　
３
月
13
日（
水
）午
後
１
時
〜
４
時

（
終
了
時
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

場
所
▼
□松 

２
階
大
会
議
室

参
加
対
象
者
▼
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
受
講
済
み
の
人（
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を

持
っ
て
い
る
人
）で
、
２
日
程
と
も
受
講
で

き
る
人

参
加
費
▼
無
料

定
員
▼
先
着
30
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
期
間
▼
３
月
11
日（
月
）ま
で

申
込
み
▼

□松 
介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
２
１
５
７
）

「
第
４
回
キ
ッ
ズ
献
血
」
が

　
　
　
　
　
　
　行
わ
れ
ま
す

　
献
血
の
模
擬
体
験
を
通
し
て
、
献
血
の
様

子
や
流
れ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
体
験
教
室

で
す
。
体
に
針
を
刺
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
保
護
者
の
人
も
安
心
し
て
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

　
参
加
者
に
は
キ
ッ

ズ
献
血
カ
ー
ド
と
記

念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
当
日
、

キ
ッ
ズ
献
血
カ
ー
ド

の
ご
提
示
で
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
崎
内
の
専
門

店
に
て
様
々
な
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
時
▼
３
月
21
日（
木
・
祝
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所
▼
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
崎

　
　
　
１
階
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト

対
象
▼
３
歳
〜
15
歳

費
用
▼
無
料

問
合
せ
▼
群
馬
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
献

血
推
進
課

（
☎
０
２
７

－

２
２
４

－

２
１
０
２
）

　春の足音が聞こえてくる今日この
頃。みなさんの３月の思い出は何で
すか？
　菱餅とひな人形の準備でワクワク
した日、友達との別れにたくさん泣
いた日などがあると思います。そこ
で、今月の手話で伝えようは【ひな
まつり】と【卒業式】です。

解説
両手とも数字の３に
し、それを横にしま
す。胸の辺りで上下
におく。

解説
証書をもらう様子
を表します。

ひなまつり 卒業

手話で伝えよう   Vol.3

健 

康 

通 

信

　平
成
31
年
度

　安
中
市
各
種
検
診
に
つ

い
て

　
平
成
31
年
度
の
各
種
検
診
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
同
様
、
検
診
対
象
者
全
員

に
検
診
受
診
シ
ー
ル
な
ど
の
案
内
を
送

付
す
る
予
定
で
す
。（
送
付
時
期
は
５

月
末
頃
を
予
定
）

　
今
年
度
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
に
入
っ

た
検
診
受
診
シ
ー
ル
が
届
い
た
人
で
、

来
年
度
以
降
の
送
付
を
希
望
し
な
い
場

合
は
、
□本
健
康
づ
く
り
課
予
防
係（
☎

内
線
１
１
７
２
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

男女共同参画に関する
作文・エッセイコンクールの入選者が

決まりました
　12月20日（木）に、安
中市と安中市男女共同参
画推進委員会主催による
男女共同参画に関する作
文・エッセイコンクール
の表彰式が行われ、受賞
者の皆さんに賞状と副賞
が授与されました。今回
で6回目となるこのコン
クールには、142点の応
募があり、男女共同参画
に対するさまざまな思い
が寄せられました。入選
者は左記のとおりです。
なお、入選作品は、順次
リレー・エッセイのコー
ナーに掲載する予定で
す。

小林　美結（第一中学校１年）
大野　佳美（南 中 学 校 １ 年 ）
佐藤　昂輝（第一中学校３年）
新野　愛実（第一中学校２年）
古田　　蘭（東 中 学 校 ２ 年 ）
市川　汐里（第一中学校２年）
神宮　　咲（第一中学校３年）
佐藤　奈菜（南 中 学 校 ３ 年 ）
大瀧　晴登（第二中学校３年）
吉田　光希（北 中 学 校 ３ 年 ）
岡田　妃星（第一中学校１年）
岩崎　　絢（南 中 学 校 ３ 年 ）

最優秀賞

優 秀 賞

入　　賞

◎
手
続
が
必
要
な
場
合

所
有
者
が

変
わ
っ
た

二
輪
車（
１
２
５
cc
以
下
）

農
耕
用
な
ど
の

小
型
特
殊
自
動
車

種
類

□本 

税
務
課
諸
税
証
明
係

（
☎
内
線
１
０
６
３
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

（
☎
内
線
２
１
２
２
）

二
輪
車

（
１
２
５
cc
超

　
　
　  

２
５
０
cc
以
下
）

群
馬
県
自
動
車
整
備

振
興
会

（
☎
０
２
７

－

２
６
１

－

０
２
２
１
）

二
輪
車

（
２
５
０
cc
超
）

関
東
運
輸
局
群
馬
支
局

（
☎
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
２
１
）

三
輪
・
四
輪
の

軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会

群
馬
事
務
所

（
☎
０
５
０

－

３
８
１
６

－

３
１
０
９
）

「
移
転
登
録
」
が
必
要
で
す

「
変
更
登
録
」
が
必
要
で
す

廃
車
し
た

「
抹
消
登
録
」
さ
れ
て
い
な
い
と
、

平
成
31
年
度
の
軽
自
動
車
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。
解
体
業
者
な
ど
へ
引
き

渡
し
た
だ
け
で
は
登
録
を
抹
消
し
た

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
軽
自
動
車

検
査
協
会
ま
た
は
陸
運
事
務
所
で
登

録
抹
消
さ
れ
て
い
る
か
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す

所
有
者
の
住

所
や
氏
名
が

登
録
時
と
変

わ
っ
た

◎
各
手
続
の
申
請
先

廣神　幸子さん

武者　寿子さん

認知症サポーター認定カード



ヌアリーベ（☎380－5385）

要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談

青少年相談
（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）　10 時～18 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）
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相 談 案 内 ３月１日 ▼４月１５日
行　　事　　名

● 春季全国火災予防運動　～ 7 日
● 安中市松井田町児童生徒作品展
　 松井田小体育館　10:00 ～ 16:30
　（入場は 16:15 まで）
● 第 17 回　早春フェスティバル
　（展示発表の部）
　文化センター　9:00 ～ 17:00
● ひな人形展（～ 3/17）
　五料の茶屋本陣　9:00 ～ 17:00
● 秋間梅林祭
　開花祭　10:00 ～
● 第 17 回　早春フェスティバル
　（展示発表の部）
　文化センター　9:00 ～ 17:00
● 春季全国火災予防運動に伴う
　防火パレード　9:00 ～
● 秋間梅林祭
　もちつき大会　14:00 ～
● 秋間梅林祭
　秋間梅林マルシェ　10:00 ～
● 市民スマイルボウリング大会
　□ス　　9:00 ～
● 第 17 回　早春フェスティバル
　（展示発表の部）
　文化センター　9:00 ～ 16:15
● 第 17 回　早春フェスティバル
　（舞台発表の部）
　文化センター　9:30 ～ 16:15
● 第 1 回安中市議会定例会
　予算審査特別委員会（予定）9:00 ～
● 第 1 回安中市議会定例会
　予算審査特別委員会（予定）9:00 ～
● 第 1 回安中市議会定例会
　予算審査特別委員会（予定）9:00 ～
● 体育施設利用者調整会議（4 ～ 6月）
　・旧安中市屋外施設
　　□ス　　18:30 ～
　・旧松井田町屋内外施設
　　□松 18:30 ～
● 第 1 回安中市議会定例会
　 総務文教常任委員会（予定）9:00 ～
● 体育施設利用者調整会議（4 ～ 6月）
　・旧安中市屋内施設
　　□ス　　18:30 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

恵みの湯 3/5・19　4/2
峠の湯 3/12・26　4/9
鉄道文化むら 3/5・12・19・26　4/2・9
文化センター（※は図書館のみ休館です）
 3/5・12・19・22・26・29※
　　　　　　　　　4/2・9
文化会館 3/4・11・18・25・31
　　　　　　　　　4/1・8・15

碓氷川熱帯植物園　3/5・12・19・26　4/2・9
スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 3/4・11※・18・22・25※
　　　　　　　　　4/1・8※・15
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
 3/1※・5・12・19・22・26・
　　　　　　　　　27※・28※・29※　4/2・9
いきいき長寿センター  3/4・11・18・22・25
　　　　　　　　　4/1・7・8・15
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行　　事　　名
● 秋間梅林祭
　安中市の物産販売・陶芸体験
　9:00 ～ 15:00（～ 12 日）
● 第 1 回安中市議会定例会
　福祉民生常任委員会（予定）9:00 ～
● 秋間梅林祭
　南房総市の物産即売会
　9:00 ～ 15:00
● 秋間梅林祭
　いも煮会　11:00 ～、14:00 ～
● 第 1 回安中市議会定例会
　経済建設常任委員会（予定）9:00 ～

● 第 1 回安中市議会定例会一般質問
　（予定）　9:00 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 第 1 回安中市議会定例会一般質問
　（予定）　9:00 ～
● 秋間梅林祭
　秋間梅林ウォーキング　9:00 ～
● 安中市少年少女合唱団
　第 24 回定期演奏会
　文化センター　14:00 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 秋間梅林祭
　モデル撮影会　10:00 ～、13:00 ～
　野点　10:00 ～ 15:00
　抽選会　10:00 ～ 15:00
● 学習の森作品展
　学習の森　10:00 ～ 15:00

● 第 1回安中市議会定例会閉会（予定）
　9:00 ～

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 楽しいらくがき絵本を作ろう !　
　学習の森　13:00 ～ 15:00　
● 学習の森作品展体験講座
　学習の森　10:00 ～ 15:00

行事カレンダー ３月１日 ▼４月１５日
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行　　事　　名
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 生涯学習施設抽選会
　学習の森　9:00 ～
● 絵本読み聞かせ
　安中市図書館　☎381－0529
● 秋間梅林祭
　地元高校生の発表　10:00 ～
● 学習の森作品展体験講座
　学習の森　10:00 ～ 15:00
● 第 3 回農業委員会総会
　201 会議室　11:00 ～

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 群馬県議会議員選挙期日前投票
　8:30 ～ 20:00（～ 4/6）
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 移動展「詩人大手拓次」
　学習の森　9:00 ～ 17:00　
● 春休みわくわくワークショップ
　学習の森　10:00 ～ 15:00

● 群馬県議会議員選挙投票日
　市内 49 投票所

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 第 22 回大手拓次薔薇忌
　磯部温泉会館　13:00 ～ 16:00
● 安中市議会議員選挙期日前投票　
　8:30 ～ 20:00（～ 20 日）

3 月

4 月

曜日

金

土

日

月

火

水

木

休館のご案内

INFORMATION市民 INFORMATION市民

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

人権相談

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 3/7・28　4/4　 9 時～ 11 時 30 分
□松  3/4　4/1　13 時 30 分～ 16 時

□本　　 3/28　 13 時 30 分～ 15 時 30 分
□松  3/15　 13 時 30 分～ 15 時 30 分

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター（☎382－2228）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 介護高齢課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）
　　　　　□松  住民福祉課（☎内線 2161）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 3/5　4/2　10 時～ 12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

心配ごと相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民生活課（☎内線 1207）□本　　 3/1・15　4/5　　13 時～ 16 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 3/5・19　4/2　13 時 30 分～ 16 時

□本　　 4/4　13 時～ 16 時

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

地域福祉支援センター　第 2 木曜日

消費生活相談

無料税務相談

労働相談

（３月1日～４月15日）上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
㈱群馬水工 382-9433
㈲入沢電気商会　382-1609
㈲内堀設備工事　393-0157
㈲金子屋商店 393-0332
㈲黒須設備工業　381-1148
群栄工業㈱ 393-1012
児玉工業㈲ 393-3118
㈲佐藤商店 395-2323
佐藤燃料㈱ 381-1111
㈲渋谷設備 381-1262
㈲ジーワイ燃設　382-2891
㈲須藤工業 388-1178
㈲武美工業 382-5061

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈲田中工作所 　   385-4126
㈱半田組 　   385-8374
㈲福美商事 　   381-0293
㈲松本住設 　   385-6278
㈱茂木設備　 　   381-6616
㈲山田タイル工業　   381-0075
㈱ヤマハチ・クボニワ　381-0435
㈱ユタカ 　   385-7647
オオカワラ住器    　382-1987
㈱反町備工 　   384-2058
第一設備工業㈲   　　385-8769
㈱フェニックス　   　382-5262
㈱白坂工業　　　　   382-4710

3　　月 4　　月
給水管修理当番業者

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

16・2・7
14・9・8
15・1・5
11・12・18
21・22・19
24・26・23
10・25・6
17・20・3
13・2・4
16・9・7
14・1・8
15・12・5
11・22・18
21・26・19
24・25・23

10・20・6
17・2・3
13・9・4
16・1・7
14・12・8
15・22・5
11・26・18
21・25・19
24・20・23
10・2・6
17・9・3
13・1・4
16・12・7
14・22・8
15・26・5
11・25・18

21・20・19
24・2・23
10・9・6
17・1・3
13・12・4
16・22・7
14・26・8
15・25・5
11・20・18
21・2・19
24・9・23
10・1・6
17・12・3
13・22・4
16・26・7

地域福祉支援センター（☎382－8397）

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月1日は県民交通安全日です。
※市県民税の申告期間は、3月15日（金）までです。（土・日曜日を除く）



ヌアリーベ（☎380－5385）

要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談

青少年相談
（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）　10 時～18 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

1819 2019年3月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

相 談 案 内 ３月１日 ▼４月１５日
行　　事　　名

● 春季全国火災予防運動　～ 7 日
● 安中市松井田町児童生徒作品展
　 松井田小体育館　10:00 ～ 16:30
　（入場は 16:15 まで）
● 第 17 回　早春フェスティバル
　（展示発表の部）
　文化センター　9:00 ～ 17:00
● ひな人形展（～ 3/17）
　五料の茶屋本陣　9:00 ～ 17:00
● 秋間梅林祭
　開花祭　10:00 ～
● 第 17 回　早春フェスティバル
　（展示発表の部）
　文化センター　9:00 ～ 17:00
● 春季全国火災予防運動に伴う
　防火パレード　9:00 ～
● 秋間梅林祭
　もちつき大会　14:00 ～
● 秋間梅林祭
　秋間梅林マルシェ　10:00 ～
● 市民スマイルボウリング大会
　□ス　　9:00 ～
● 第 17 回　早春フェスティバル
　（展示発表の部）
　文化センター　9:00 ～ 16:15
● 第 17 回　早春フェスティバル
　（舞台発表の部）
　文化センター　9:30 ～ 16:15
● 第 1 回安中市議会定例会
　予算審査特別委員会（予定）9:00 ～
● 第 1 回安中市議会定例会
　予算審査特別委員会（予定）9:00 ～
● 第 1 回安中市議会定例会
　予算審査特別委員会（予定）9:00 ～
● 体育施設利用者調整会議（4 ～ 6月）
　・旧安中市屋外施設
　　□ス　　18:30 ～
　・旧松井田町屋内外施設
　　□松 18:30 ～
● 第 1 回安中市議会定例会
　 総務文教常任委員会（予定）9:00 ～
● 体育施設利用者調整会議（4 ～ 6月）
　・旧安中市屋内施設
　　□ス　　18:30 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

恵みの湯 3/5・19　4/2
峠の湯 3/12・26　4/9
鉄道文化むら 3/5・12・19・26　4/2・9
文化センター（※は図書館のみ休館です）
 3/5・12・19・22・26・29※
　　　　　　　　　4/2・9
文化会館 3/4・11・18・25・31
　　　　　　　　　4/1・8・15

碓氷川熱帯植物園　3/5・12・19・26　4/2・9
スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 3/4・11※・18・22・25※
　　　　　　　　　4/1・8※・15
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
 3/1※・5・12・19・22・26・
　　　　　　　　　27※・28※・29※　4/2・9
いきいき長寿センター  3/4・11・18・22・25
　　　　　　　　　4/1・7・8・15
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行　　事　　名
● 秋間梅林祭
　安中市の物産販売・陶芸体験
　9:00 ～ 15:00（～ 12 日）
● 第 1 回安中市議会定例会
　福祉民生常任委員会（予定）9:00 ～
● 秋間梅林祭
　南房総市の物産即売会
　9:00 ～ 15:00
● 秋間梅林祭
　いも煮会　11:00 ～、14:00 ～
● 第 1 回安中市議会定例会
　経済建設常任委員会（予定）9:00 ～

● 第 1 回安中市議会定例会一般質問
　（予定）　9:00 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 第 1 回安中市議会定例会一般質問
　（予定）　9:00 ～
● 秋間梅林祭
　秋間梅林ウォーキング　9:00 ～
● 安中市少年少女合唱団
　第 24 回定期演奏会
　文化センター　14:00 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 秋間梅林祭
　モデル撮影会　10:00 ～、13:00 ～
　野点　10:00 ～ 15:00
　抽選会　10:00 ～ 15:00
● 学習の森作品展
　学習の森　10:00 ～ 15:00

● 第 1回安中市議会定例会閉会（予定）
　9:00 ～

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 楽しいらくがき絵本を作ろう !　
　学習の森　13:00 ～ 15:00　
● 学習の森作品展体験講座
　学習の森　10:00 ～ 15:00
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行　　事　　名
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 生涯学習施設抽選会
　学習の森　9:00 ～
● 絵本読み聞かせ
　安中市図書館　☎381－0529
● 秋間梅林祭
　地元高校生の発表　10:00 ～
● 学習の森作品展体験講座
　学習の森　10:00 ～ 15:00
● 第 3 回農業委員会総会
　201 会議室　11:00 ～

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 群馬県議会議員選挙期日前投票
　8:30 ～ 20:00（～ 4/6）
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 移動展「詩人大手拓次」
　学習の森　9:00 ～ 17:00　
● 春休みわくわくワークショップ
　学習の森　10:00 ～ 15:00

● 群馬県議会議員選挙投票日
　市内 49 投票所

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 第 22 回大手拓次薔薇忌
　磯部温泉会館　13:00 ～ 16:00
● 安中市議会議員選挙期日前投票　
　8:30 ～ 20:00（～ 20 日）

3 月

4 月

曜日

金

土

日

月

火

水

木

休館のご案内

INFORMATION市民 INFORMATION市民

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

人権相談

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 3/7・28　4/4　 9 時～ 11 時 30 分
□松  3/4　4/1　13 時 30 分～ 16 時

□本　　 3/28　 13 時 30 分～ 15 時 30 分
□松  3/15　 13 時 30 分～ 15 時 30 分

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター（☎382－2228）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 介護高齢課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）
　　　　　□松  住民福祉課（☎内線 2161）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 3/5　4/2　10 時～ 12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

心配ごと相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民生活課（☎内線 1207）□本　　 3/1・15　4/5　　13 時～ 16 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 3/5・19　4/2　13 時 30 分～ 16 時

□本　　 4/4　13 時～ 16 時

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

地域福祉支援センター　第 2 木曜日

消費生活相談

無料税務相談

労働相談

（３月1日～４月15日）上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
㈱群馬水工 382-9433
㈲入沢電気商会　382-1609
㈲内堀設備工事　393-0157
㈲金子屋商店 393-0332
㈲黒須設備工業　381-1148
群栄工業㈱ 393-1012
児玉工業㈲ 393-3118
㈲佐藤商店 395-2323
佐藤燃料㈱ 381-1111
㈲渋谷設備 381-1262
㈲ジーワイ燃設　382-2891
㈲須藤工業 388-1178
㈲武美工業 382-5061

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈲田中工作所 　   385-4126
㈱半田組 　   385-8374
㈲福美商事 　   381-0293
㈲松本住設 　   385-6278
㈱茂木設備　 　   381-6616
㈲山田タイル工業　   381-0075
㈱ヤマハチ・クボニワ　381-0435
㈱ユタカ 　   385-7647
オオカワラ住器    　382-1987
㈱反町備工 　   384-2058
第一設備工業㈲   　　385-8769
㈱フェニックス　   　382-5262
㈱白坂工業　　　　   382-4710

3　　月 4　　月
給水管修理当番業者

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

16・2・7
14・9・8
15・1・5
11・12・18
21・22・19
24・26・23
10・25・6
17・20・3
13・2・4
16・9・7
14・1・8
15・12・5
11・22・18
21・26・19
24・25・23

10・20・6
17・2・3
13・9・4
16・1・7
14・12・8
15・22・5
11・26・18
21・25・19
24・20・23
10・2・6
17・9・3
13・1・4
16・12・7
14・22・8
15・26・5
11・25・18

21・20・19
24・2・23
10・9・6
17・1・3
13・12・4
16・22・7
14・26・8
15・25・5
11・20・18
21・2・19
24・9・23
10・1・6
17・12・3
13・22・4
16・26・7

地域福祉支援センター（☎382－8397）

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月1日は県民交通安全日です。
※市県民税の申告期間は、3月15日（金）までです。（土・日曜日を除く）



安中市の公式ツイッターをご利用ください。
https://twitter.com/Annaka_City

みんな元気で　いきいき暮らせる　市民総働のまち　あんなか
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観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
募
集

　
一
般
社
団
法
人
安
中
市
観
光
機
構
で
は
、
市
の
観
光
の
一
端
を

担
っ
て
い
た
だ
く
、
明
る
く
健
康
的
な
「
安
中
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

レ
デ
ィ
ー
」
に
ふ
さ
わ
し
い
女
性
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
知
り
合
い
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
に

ふ
さ
わ
し
い
人
が
い
ま
し
た
ら
、
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
▼

・
県
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
未
婚
の
女
性（
高
校
生
は
不
可
）

・
普
通
自
動
車
免
許
保
有
者

・
P
R
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
で
き
る
人（
年
間
10
回
程
度
）

活
動
内
容
▼

・
観
光
機
構
お
よ
び
市
の
活
動
に
伴
う
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
へ
の
出
演

・
県
内
外
の
観
光
P
R
イ
ベ
ン
ト
、
交
通
安
全
運
動
へ
の
参
加

応
募
期
限
▼
４
月
８
日（
月
）

　
　
　
　
　
※
必
着

募
集
人
数
▼
５
人（
予
定
）

応
募
方
法
▼
市
販
の
履
歴
書
（
顔
写
真

添
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

全
身
写
真
１
枚（
裏
面
に
身
長
を
記
入
）

を
添
え
て
、（
一
社
）安
中
市
観
光
機
構

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

委
嘱
期
間
▼
委
嘱
の
日
よ
り
１
年
間

審

　
　査
▼
書
類
お
よ
び
面
接

そ 

の 

他
▼
選
ば
れ
た
人
に
は
、
記
念

品
贈
呈
、
出
務
手
当
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
支
給
し
ま
す
。

2019（平成31年）
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問合せ・申込み▶一般社団法人安中市観光機構（☎329－6203）  〒379－0301　安中市松井田町横川441－6
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